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孫
　
　
　
　
　
彬

黒
　
田
　
　
　
彰

董
黯
図
溯
源││

ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
か
ら
孝
子
伝
図
へ
│
│　

仮
名
本
曾
我
物
語
三
「
臣
下
ち
や
う
し
が
事
」
に
載
る
、
燃
燈
仏
授
記
（
布
髪
）

の
話
や
、
三
国
伝
記
四
・
16
等
に
載
る
指
鬘
外
道
（
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
）
の
説
話

の
背
景
に
あ
っ
た
図
像
の
間
に
は
、
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
ら
し

い
。

　
孝
子
伝
図
の
董
黯
図
は
近
時
、
最
も
解
明
の
進
ん
だ
図
像
で
あ
る
。
十
七
場
面

に
及
ぶ
そ
の
第
十
三
図
に
は
、
思
案
す
る
董
黯
の
図
像
が
描
か
れ
、
ま
た
、
そ
れ

に
先
立
つ
第
七
図
に
は
、
王
奇
に
よ
る
黯
母
暴
行
図
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
例
え

ば
前
者
は
、
周
知
の
仏
像
の
一
、
半
跏
思
惟
像
と
そ
っ
く
り
で
、
ま
た
、
後
者
の
、

王
奇
に
髪
を
摑
ん
で
引
っ
張
ら
れ
、
床
に
平ひ

れ

伏ふ

す
黯
母
の
姿
は
、
燃
燈
仏
授
記
図

（
布
髪
図
）
に
お
け
る
、
燃
燈
仏
の
前
に
平
伏
し
て
自
分
の
髪
を
地
面
に
布
く

メ
ー
ガ
（
前
世
の
釈
迦
）
の
姿
形
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ら
半
跏
思
惟
像
や
燃
燈
仏
授
記
図
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
古
代
印
度
、
ガ
ン

ダ
ー
ラ
に
お
い
て
考
案
、
創
始
さ
れ
た
固
有
の
図
像
と
し
て
、
中
央
ア
ジ
ア
の
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
由
し
、
或
い
は
直
接
、
中
国
へ
ま
た
、
日
本
へ
と
伝
わ
っ
た
。

一
方
、
そ
れ
ら
の
両
図
は
、
例
え
ば
雲
岡
に
お
け
る
豊
か
な
作
例
に
も
恵
ま
れ
て

い
る
所
か
ら
、
雲
岡
を
通
じ
て
、
孝
子
伝
図
（
董
黯
図
）
へ
と
転
用
さ
れ
た
道
筋

が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
例
え
ば
後
者
の
場
合
、
前
世
の
善
行
譚
で
あ
る
布
髪
（
図
）
が
悪
行

譚
、
不
孝
譚
と
し
て
の
黯
母
暴
行
図
へ
転
用
さ
れ
る
、
動
機
が
見
当
た
ら
な
い
と

い
う
難
点
が
、
考
証
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
難
点
を
解
消
す

る
の
が
、
悪
行
譚
、
不
孝
譚
と
し
て
布
髪
図
を
転
用
し
た
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰

依
図
の
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
小
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
董
黯
図
二
図
の
成
立
の
背
景
に
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
か
ら
直

接
、
中
国
へ
の
文
化
的
伝
播
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
孝
子
伝
図
成
立
の

一
要
素
と
し
て
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
が
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
こ
と
を
、
始
め
て
論
証
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
　
半
跏
思
惟
像
と
思
案
す
る
董
黯
の
図

二
　
黯
母
暴
行
図
と
燃
灯
仏
授
記
図

三
　
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ(

指
鬘)

帰
依
図
の
介
在

四
　
中
国
美
術
史
と
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
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一

　
董
黯
図
は
、
孝
子
伝
図
の
一
で
あ
る
。
孝
行
を
テ
ー
マ
と
す
る
孝

子
伝
の
諸
話
に
お
い
て
所
謂
、
三
牲
強
要
に
代
表
さ
れ
る
、
不
孝
を

強
調
し
た
董
黯
の
物
語
は
、
極
め
て
注
目
さ
れ
る
話
で
あ
る
が
、
ど

う
い
う
訳
か
、
北
魏
時
代
に
異
様
な
人
気
を
博
し
た
図
像
で
も
あ
っ

た
ら
し
い
。
長
ら
く
実
態
の
知
ら
れ
な
か
っ
た
孝
子
伝
図
は
、
そ
の

基
と
な
っ
た
孝
子
伝
テ
キ
ス
ト
の
公
刊
と
相
俟
っ
て①

、
近
時
そ
の
研

究
が
大
き
く
前
進
し
つ
つ
あ
る
。
中
で
、
董
黯
図
は
、
呉
強
華
氏
に

よ
る
集
中
的
な
遺
品
蒐
集
の
努
力
に
よ
っ
て②

、
北
魏
時
代
に
お
け
る

図
像
流
布
の
状
況
が
、
具
体
的
に
明
ら
か
と
な
っ
た
、
ほ
ぼ
唯
一
の

図
像
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
呉
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
成
果
と
し
て
、

殆
ど
例
外
的
に
最
も
研
究
の
進
ん
だ
孝
子
伝
図
が
、
董
黯
図
で
あ
る

と
言
う
こ
と
も
出
来
る
。

　
そ
の
現
状
を
簡
単
に
説
明
す
べ
く
、
ま
ず
孝
子
伝
テ
キ
ス
ト
の
董

黯
の
物
語
を
示
そ
う
。
董
黯
譚
と
い
う
も
の
は
中
国
に
お
い
て
は
疾

く
滅
び
、
日
本
現
存
の
陽
明
本
孝
子
伝
37
董
黯
条
に
唯
一
、
か
つ
て

の
姿
を
留
め
て
い
る
（
も
う
一
本
の
船
橋
本
孝
子
伝
37
の
董
黯
条
に

は
不
備
が
あ
る
）。
そ
の
陽
明
本
孝
子
伝
37
董
黯
条
の
本
文
を
示
せ

ば
、
次
の
通
り
で
あ
る③

（
①
─
⑰
は
後
述
、
現
存
董
黯
図
の
十
七
場

面
①
─
⑰
を
示
す
）。

　
董
①
②（
薫
）黯
家
貧
至
孝
。
雖
与
王
奇
並
居
、
二
母
不
数
相
見
。
忽③
④

会
籬

辺
。
因⑤

語
曰
黯
母
、
汝
年
過
七
十
、
家
又
貧
。
顔
色
乃
得
怡
悦

如
此
何
。
答
曰
、
我
雖
貧
食
完
麁（
鹿
）衣
薄
、
而
我
子
与
人
无
悪
。

不
使
吾
憂
故
耳
。
王
奇
母
曰
、
吾
家
雖
富
食
魚
又
嗜
饌
、
吾
子

不
孝
、
多
与
人
恐
。
懼
罹
其
罪
。
是
以
枯
悴
耳
。
於⑥

是
各
還
。

奇
従
外
帰
。
其
母
語
奇
曰
、
汝
不
孝
也
。
吾
問
見
董
黯
母
、
年

過
七
十
、
顔
色
怡
悦
。
猶
其
子
与
人
无
悪
故
耳
。
奇⑦

大
怒
。
即

往
黯
母
家
、
罵
云
、
何
故
讒
言
我
不
孝
也
。
又
以
脚
蹴
之
。
帰⑧

謂
母
曰
、
児
已
問
黯
母
。
其
云
、
日
々
食
三
斗
。
阿
母
自
不
能

食
、
導⑨

児
不
孝
。
黯⑩
⑪

在
田
中
、
忽⑫
⑬

然
心
痛
、
馳⑭

奔
而
還
。
又⑮

見

母
顔
色
惨
々
、
長
跪
問
母
曰
、
何
所
不
和
。
母
曰
、
老
人
言
多

過
矣
。
黯
已
知
之
。
於⑯

是
王
奇
日
殺
三
牲
、
旦
起
取
肥
牛
一
頭

殺
之
、
取
佳
完
十
斤
、
精
米
一
斗
熟
而
薦
之
。
日
中
又
殺
肥
羊

一
頭
。
佳
完
十
斤
、
精
米
一
斗
熟
而
薦
之
。
夕
又
殺
肥
猪
一
頭
。

佳
完
十
斤
、
精
米
一
斗
熟
而
薦
之
。
便
語
母
曰
、
食
此
令
尽
。

若
不
尽
者
、
我
当
用
鉾
刺
母
心
、
用（
曲
）戟
鉤
母
頭
。
得
此
言
終
不

能
食
、
推
盤
擲
地
。
故
孝
経
云
、
雖
日
用
三
牲
養
、
猶
為
不
孝

也
。
黯⑰

母
八
十
而
亡
。
葬
送
礼
畢
、
乃
嘆
曰
、
父
母
讐
不
共
戴

天
。
便
至
奇
家
斫
奇
頭
、
以
祭
母
墓
。
須
臾
監
司
到
縛
黯
。
々

乃
請
以
向
墓
別
母
。
監
司
許
之
。
至
墓
啓
母
曰
、
王
奇
横
苦
阿

母
。
黯
承
天
士
、
忘
行
己
力
、
既
得
傷
讐
身
。
甘
菹
醢
、
甘
監

司
見
縛
。
応
当
備
死
。
挙
声（
聞
）哭

。
目
中
出
血
。
飛
鳥
翳
日
、
禽

鳥
悲
鳴
。
或
上
黯
臂
、
或
上
頭
辺
。
監
司
具
如
状
奏
王
。
々
聞
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之
嘆
曰
、
敬
謝
孝
子
董（
薫
）黯
。
朕
寡
徳
統
荷
万
機
。
而
今
凶
人
勃

逆
。
又
応
治
剪
、
令
労
孝
子
助
朕
除
患
。
賜
金
百
斤
、
加
其
孝

名
也

一
方
、
目
下
伝
存
の
確
認
さ
れ
る
董
黯
図
と
し
て
は
、
以
下
の
十
二

の
遺
品
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
⑴
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
（
右
側
下
）

　
　
⑵ 

ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床
（
正
面
左

板
）

　
　
⑶
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
（
左
幫
）

　
　
⑷
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
正
面
左
板
左
）

　
　
⑸ 

呉
氏
蔵
東
魏
武
帝
元
（
五
四
三
）
年
翟
門
生
石
床
（
右
側
板

左
）

　
　
⑹
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
（
正
面
左
板
中
央
）

　
　
⑺
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
三
面
）（
右
側
板
）

　
　
⑻
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
（
正
面
右
板
右
、
中
。
同
左
板
中
）

　
　
⑼
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
Ｂ
（
左
側
板
）

　
　
⑽
大
同
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
郭
巨
董
黯
石
脚
（
左
半
）

　
　
⑾
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
Ｃ

　
　
⑿
張
洹
氏
蔵
北
魏
石
床
（
右
側
板
右
）

さ
て
、
上
記
十
二
の
遺
品
の
董
黯
図
は
、
そ
の
図
柄
に
よ
っ
て
、
次

の
十
七
の
場
面
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る④

（（
　
）
内
に
上
掲
、

陽
明
本
と
の
対
応
を
示
し
た
）。

　
　
①
黯
の
家
（
陽
明
本
孝
子
伝
「
董
黯
家
貧
」
以
下
）

　
　
②
奇
の
家
（
同
右
）

　
　
③
黯
母
通
行
（「
忽
会
籬
辺
」）

　
　
④
両
母
邂
逅
（
同
右
）

　
　
⑤
両
母
対
話
（「
因
語
曰
黯
母
」
以
下
）

　
　
⑥
黯
母
帰
る
（「
於
是
各
還
」）

　
　
⑦
黯
母
暴
行
（「
奇
大
怒
」
以
下
）

　
　
⑧
奇
母
暴
行
（「
帰
謂
母
曰
」
以
下
）

　
　
⑨
奇
の
不
孝
（「
導
児
不
孝
」）

　
　
⑩
黯
の
遠
行
（「
黯
在
田
中
」）

　
　
⑪
田
中
の
黯
（
同
右
）

　
　
⑫
心
痛
む
黯
（「
忽
然
心
痛
」）

　
　
⑬
思
案
す
る
黯
（
同
右
）

　
　
⑭
黯
の
馳
奔
（「
馳
奔
而
還
」）

　
　
⑮
黯
の
帰
宅
（「
又
見
母
顔
」
以
下
）

　
　
⑯
三
牲
強
要
（「
於
是
王
奇
」
以
下
）

　
　
⑰
黯
の
墓
参
（「
黯
母
八
十
」
以
下
）

こ
の
董
黯
図
十
七
場
面
の
中
で
、
今
般
取
り
上
げ
て
み
た
い
の
が
、

　
　
⑦
黯
母
暴
行
（「
奇
大
怒
」
以
下
）

　
　
⑬
思
案
す
る
黯
（
同
右
）

の
二
場
面
の
原
拠
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
二
場
面
は
、
孝
子
伝
董
黯

条
に
お
い
て
、
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奇⑦

大
怒
。
即
往
黯
母
家
、
罵
云
、
何
故
讒
言
我
不
孝
也
。
又
以

脚
蹴
之
…
…
忽⑬

然
心
痛
、
馳
奔
而
還

と
記
さ
れ
る
本
文
を
図
像
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
⑦
と

⑬
と
は
、
怒
り
狂
っ
た
王
奇
が
隣
の
董
黯
の
家
へ
と
押
し
掛
け
、
黯

母
を
蹴
り
飛
ば
し
た
時
（
⑦
）、
折
し
も
田
を
耕
し
て
い
た
董
黯
の

胸
に
痛
み
が
走
っ
た
の
で
、
黯
は
耕
作
を
止
め
て
、
そ
の
原
因
を
思

案
し
（
⑬
〈
⑫
〉）、
母
の
異
変
に
思
い
当
た
っ
た
黯
は
、
急
ぎ
家
に

向
か
っ
て
走
り
出
し
た
、
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
、
⑦
黯
母
暴
行
の

結
果
と
し
て
、
俄
に
心
痛
を
生
じ
そ
の
原
因
を
、
⑬
思
案
す
る
黯
と

い
う
風
に
、
同
時
に
起
き
た
言
わ
ば
表
裏
の
事
象
を
、
一
方
は
黯
母

（
ま
た
、
王
奇
）
の
側
か
ら
（
⑦
）、
一
方
は
董
黯
の
側
か
ら
（
⑬
）

図
像
化
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
⑦
と
⑬
と
は
、
ほ
ぼ
同

時
に
起
き
た
、
恰
も
表
裏
の
如
き
、
密
接
に
関
連
す
る
二
場
面
で
あ

る
こ
と
に
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
て
、
そ
れ
ら
の
二

場
面
は
、
遺
品
の
側
か
ら
見
る
と
、
ま
ず
⑦
黯
母
暴
行
の
場
面
は
、

　
　
⑺
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
三
面
）

の
右
側
板⑤

（
左
、
下
）、
及
び
、

　
　
⑽
大
同
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
郭
巨
董
黯
石
脚

の
左
半⑥

（
右
か
ら
第
二
）
に
描
か
れ
た
二
面
が
存
し
、
次
い
で
⑬
思

案
す
る
黯
の
場
面
は
目
下
、

　
　
⑾
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
Ｃ

の
正
面
左
板
（
右
、
右
上
）
に
一
図
の
み
が
存
し
て
い
る⑦

。
⑺
は
二

〇
一
六
年
、
⑽
は
二
〇
一
八
年
、
ま
た
、
⑾
は
二
〇
一
九
年
に
始
め

て
紹
介
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
⑦
と
⑬
と
の
二
場
面
は
、
い
ず
れ
も

最
近
現
存
が
確
認
さ
れ
た
、
極
め
て
新
し
く
珍
し
い
場
面
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　
図
一
は
、
董
黯
図
中
の
思
案
す
る
董
黯
（
⑬
。
呉
氏
蔵
董
黯
石

床
Ｃ
）
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る⑧

（
図
版
１
）。
そ
し
て
、
図
二
は
、

日
本
に
伝
存
す
る
、
有
名
な
半
跏
思
惟
像
の
二
像
（
左
、
広
隆
寺
蔵
。

右
、
中
宮
寺
蔵
、
共
に
飛あ
す
か鳥
時
代
。
図
版
２
、
図
版
３
）
を
掲
げ
た

も
の
で
あ
る
。
両
図
を
見
較
べ
て
み
る
と
、
殆
ど
同
じ
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
（
但
し
、
図
一
の
董
黯
は
、
左
手
に
臿す
き

の
柄
を
持
ち
地
面

に
突
く
）。
即
ち
、
右
手
を
右
頬
に
当
て
、
右
足
を
左
膝
の
上
に
置図一　思案する董黯（呉氏蔵董黯石床Ｃ）
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く
な
ど
、
特
徴
的
な
図
一
の
董
黯
の
姿
形
は
、
明
ら
か
に
仏
像
の
半

跏
思
惟
像
の
そ
れ
を
借
り
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
仏
像
と
し
て
の
半
跏
思
惟
像
の
成
立
、
流
伝
の
状
況

を
一
瞥
し
て
み
よ
う
。

　
図
版
１
─
図
版
16
は
、
半
跏
思
惟
に
関
連
す
る
図
像
を
掲
げ
た
も

の
で
あ
る
。
半
跏
思
惟
像
が
ガ
ン
ダ
ー
ラ
を
起
源
と
す
る
こ
と
は
現

在
、
一
般
的
に
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
山
田
樹
人
氏

に
よ
る
『
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
の
見
方
』
Ⅴ
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
の
見

方
」
１
「
独
立
尊
像
の
見
方
」
中
に
は
、「
半
跏
思
惟
像
の
流
れ
」

と
題
す
る
一
節
が
見
え
る
し⑨

（
125
頁
─
。
三
像
の
写
真
が
載
る
）、

ま
た
、
宮
治
昭
氏
の
『
仏
像
を
読
み
解
く 

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
仏
教

美
術
』
３
章
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
と
大
乗
仏
教
」
中
に
は
、
三
「
ガ

ン
ダ
ー
ラ
の
半
跏
思
惟
像
」
と
題
し
た
一
節
が
設
け
ら
れ⑩

（
102
頁
─
。

三
像
の
写
真
が
載
る
）、

半
跏
思
惟
像
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
菩
薩
信
仰
の
高
ま
り
と
と
も
に

造
形
さ
れ
た
も
の
に
違
い
な
い
（
107
頁
）

と
述
べ
て
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
は
、「
単
独
の
半
跏
思
惟
像
が
二
〇
例

以
上
あ
る
」（
104
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宮
治
氏
の
、

ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
単
独
の
半
跏
思
惟
像
の
多
く
は
、
蓮
華
を
手
に

す
る
観
音
菩
薩
と
み
ら
れ
る
（
106
頁
）

な
ど
の
指
摘
も
極
め
て
重
要
で
（
図
版
５
参
照
）、
こ
の
こ
と
は
前

述
、
図
一
（
図
版
１
）
の
董
黯
が
臿
を
手
に
す
る
ポ
ー
ズ
の
モ
デ
ル

図二　半跏思惟像（左、日本広隆寺蔵。右、日本中宮寺蔵）
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と
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
半
跏
思
惟
像
が
ガ

ン
ダ
ー
ラ
を
起
源
と
す
る
こ
と
を
始
め
て
指
摘
さ
れ
た
の
は
、
高
田

修
氏
に
よ
る
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
菩
薩
思
惟
像
」
で⑪

（
昭
和
40
〈
一
九

六
五
〉
年
）、
後
に
宮
治
昭
氏
の
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
お
け
る
半
跏
思

惟
の
図
像
─
半
跏
思
惟
像
の
出
現
─
」
が
（
昭
和
60
〈
一
九
八
五
〉

年
）、
そ
の
事
実
を
詳
細
に
確
認
し
た⑫

。
さ
ら
に
宮
治
氏
に
は
「
半

跏
思
惟
像
の
成
立
と
展
開
」
と
題
す
る
続
論
も
あ
る⑬

。
図
版
５
、
図

版
６
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
半
跏
思
惟
像
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
図

版
５
の
菩
薩
の
、
一
本
の
開
蓮
華
を
手
に
す
る
こ
と
が
図
一
（
図
版

１
）
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
。
図
版
６
は
、
ブ
ッ
ダ
チ
ャ
リ
タ

（
仏
所
行
讚
）
等
に
名
高
い
所
謂
、
樹
下
観
耕
図
で
、
出
家
前
の
太

子
が
半
跏
思
惟
の
形
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
図
版
４
は
、
過
去
現
在

因
果
経
に
よ
る
、
日
本
伝
存
の
同
じ
く
樹
下
観
（
看
）
耕
の
太
子
図

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
奈
良
時
代
）。

　
半
跏
思
惟
像
の
研
究
史
を
辿
る
と
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
そ
れ
が
指
摘

さ
れ
る
以
前
に
は
、
そ
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
水
野
清
一
氏

が
、「
半
跏
思
惟
像
に
つ
い
て
」（
昭
和
15
〈
一
九
四
〇
〉
年
）
１
の

冒
頭
に
、「
ま
ず
こ
の
像
式
の
最
初
に
あ
ら
は
れ
る
の
は
、
雲
岡
の

石
窟
に
お
い
て
ゞ
あ
る
」
と
言
わ
れ
た
通
り
、
そ
の
起
源
は
、
雲
岡

に
求
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る⑭

。

ま
づ
こ
の
像
式
の
最
初
に
あ
ら
は
れ
る
の
は
、
雲
岡
の
石
窟
に

お
い
て
ゞ
あ
る
。
雲
岡
石
窟
で
は
、
も
つ
と
も
ふ
つ
う
な
形
式

と
し
て
、
交
脚
弥
勒
菩
薩
の
左
右
脇
侍
と
し
て
あ
ら
は
さ
れ
る
。

第
一
洞
後
壁
、
第
七
洞
後
壁
上
層
、
第
九
、
第
十
洞
前
室
側
壁

上
層
、
第
十
二
洞
前
室
側
壁
上
層
等
そ
の
例
は
す
く
な
く
な
い
。

ま
た
稀
に
は
仏
の
左
右
脇
侍
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
例
へ
ば
第

八
洞
後
壁
上
層
。
脇
侍
像
で
な
く
と
も
、
左
右
一
対
に
表
現
さ

れ
る
の
は
、
第
六
洞
明
窓
の
左
右
に
そ
の
例
が
あ
る
。
こ
の
う

ち
第
六
洞
明
窓
の
右
方
像
に
は
、
脚
下
に
山
岳
の
重
畳
と
し
た

さ
ま
が
あ
ら
は
さ
れ
て
を
り
、
馬
の
ひ
ざ
ま
づ
い
た
姿
が
あ
り
、

仏
伝
中
の
一
節
を
あ
ら
は
す
こ
と
が
明
白
で
あ
る
（
48
頁
下
）

山
岳
の
状
を
そ
へ
た
も
の
は
雲
岡
第
六
洞
明
窓
に
あ
る
が
…
…

仏
龕
で
樹
木
を
配
し
た
も
の
は
、
た
ゞ
雲
岡
第
九
洞
と
第
十
洞

と
に
あ
る
。
し
か
し
、
仏
龕
で
な
く
、
拱
門
額
中
に
浮
彫
と
し

て
あ
ら
は
さ
れ
た
も
の
は
、
雲
岡
西
方
洞
中
の
第
三
十
二
洞
附

属
の
洞
壁
に
あ
り
、
竜
門
で
は
魏
字
洞
な
ど
に
数
例
あ
る
（
51

頁
上
）

起
源
の
問
題
は
と
も
あ
れ
、
水
野
氏
が
雲
岡
石
窟
の
内
に
、
多
数
の

半
跏
思
惟
像
の
現
存
を
具
体
的
に
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
非
常

に
尊
い
。
図
版
７
─
図
版
12
は
、
そ
の
雲
岡
の
半
跏
思
惟
像
の
目
に

付
い
た
も
の
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
中
で
図
版
７
、
図
版
８
の
二

像
は
、
曇
曜
五
窟
（
16
─
20
窟
）
と
呼
ば
れ
る
、
雲
岡
石
窟
の
最
古

の
窟
院
の
内
に
残
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
加
え
て
、
図
一
（
図
版
１
）

の
背
景
を
な
す
木
々
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
水
野
氏
に
よ
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る
、「
第
六
洞
明
窓
の
右
方
像
に
は
、
脚
下
に
山
岳
の
重
畳
と
し
た

さ
ま
が
あ
ら
は
さ
れ
て
を
り
、
馬
の
ひ
ざ
ま
づ
い
た
姿
が
あ
り
」
と

か
（
図
版
９
右
参
照
）、「
山
岳
の
状
を
そ
へ
た
も
の
は
雲
岡
第
六
洞

明
窓
に
あ
る
が
」（
同
）、
或
い
は
、「
仏
龕
で
樹
木
を
配
し
た
も
の

は
、
た
ゞ
雲
岡
第
九
洞
と
第
十
洞
と
に
あ
る
」
な
ど
の
指
摘
で
あ
ろ

う
（
図
版
10
、
図
版
11
参
照
）。
背
景
と
し
て
の
樹
木
は
、
翻
っ
て

図
版
４
や
図
版
６
に
も
当
然
見
え
た
も
の
だ
が
、
水
野
氏
の
指
摘
は
、

図
一
（
図
版
１
）
の
半
跏
思
惟
の
形
が
、
背
景
の
木
々
を
も
含
め
て

の
受
容
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
の
で
あ
る
（
孝
子
伝
テ
キ
ス

ト
は
単
に
、「
黯
在
田
中
」
と
し
か
言
っ
て
い
な
い
）。

　
図
版
13
は
、
水
野
氏
が
、「
と
こ
ろ
が
こ
の
樹
下
思
惟
像
に
つ
い

て
は
、
古
の
中
山
、
河
北
定
県
付
近
の
白
玉
思
惟
像
が
想
起
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
多
く
北
斉
あ
た
り
の
も
の
、
定
県
附
近
で

さ
か
ん
に
製
作
さ
れ
た
形
式
で
、
あ
る
ひ
は
中
山
派
と
で
も
称
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。
多
く
透
彫
で
あ
つ
て
、
半
跏
思
惟
像
も
少
く
な
く
、

そ
れ
に
は
多
く
樹
木
が
配
せ
ら
れ
て
ゐ
る
」（
51
頁
）
と
述
べ
ら
れ

た
像
の
一
例
で⑮

（
白
大
理
石
、
北
斉
、
フ
リ
ー
ア
美
術
館
蔵
）、
図

版
14
も
同
様
で
あ
る
（
大
理
石
、
北
斉
河
清
四
〈
五
六
五
〉
年
の
年

紀
が
あ
る
。
同
蔵
）。
こ
の
種
の
半
跏
思
惟
像
を
め
ぐ
っ
て
は
そ
の

後
、
二
つ
の
大
き
な
発
見
が
相
次
ぎ
、
研
究
状
況
が
一
変
し
た
。
一

つ
は
一
九
五
四
年
、
河
北
省
曲
陽
県
（
定
県
の
西
に
当
た
る
）
の
埋

蔵
坑
か
ら
、
約
二
二
〇
〇
体
の
石
仏
の
出
土
し
た
こ
と
と⑯

、
も
う
一

つ
は
、
近
時
二
〇
一
二
年
、
鄴
城
北
呉
荘
の
埋
蔵
坑
か
ら
、
三
千
体

近
く
の
石
仏
（
白
大
理
石
像
が
多
数
を
占
め
る
）
が
出
土
し
た
こ
と

で
あ
る⑰

。
図
版
15
、
図
版
16
は
、
鄴
城
北
呉
荘
出
土
の
二
像
を
掲
げ

た
も
の
で
あ
る
（
前
者
に
は
東
魏
武
定
四
〈
五
四
六
〉
年
の
年
紀
が

あ
る
）。
そ
れ
ら
の
発
見
は
い
ず
れ
も
北
魏
末
、
東
魏
北
斉
の
頃
に
、

半
跏
思
惟
像
が
急
速
に
普
及
、
一
般
化
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

換
言
す
れ
ば
、
例
え
ば
図
一
（
図
版
１
）
に
見
る
よ
う
な
半
跏
思
惟

像
の
形
な
ど
、
極
め
て
あ
り
ふ
れ
た
、
珍
し
く
も
何
と
も
な
い
も
の

で
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
、
例
え
ば
図
一
（
図
版
１
）
と

半
跏
思
惟
像
と
の
形
姿
の
類
似
な
ど
は
、
幾
ら
で
も
指
摘
出
来
る
反

面
、
そ
れ
ら
の
関
連
を
論
理
的
に
証
明
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
困
難

と
な
る
。
別
途
の
説
明
が
必
要
と
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

二

　
図
三
（
図
版
17
）
は
前
述
、
董
黯
図
十
七
場
面
中
の
、
⑦
王
奇
に

よ
る
黯
母
暴
行
の
場
面
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
（
上
は
、
大
同
北
朝

芸
術
博
物
館
蔵
、
右
に
「
王
寄（
奇
）打

黯
母
時
」
の
題
記
が
あ
る
。
下
は
、

呉
氏
蔵
）。
両
図
に
見
え
る
家
屋
は
、
い
ず
れ
も
董
黯
の
家
で
あ
る
。

そ
し
て
、
例
え
ば
上
の
図
に
お
い
て
は
、
床
に
座
す
黯
母
は
踞
っ
て

左
手
を
床
に
突
き
（
左
向
き
）、
さ
ら
に
屋
外
か
ら
そ
の
黯
母
の
髪

の
毛
を
左
手
で
摑
ん
で
、
下
方
へ
引
っ
張
る
王
奇
が
描
か
れ
て
い
る

（
右
向
き
）。
左
足
を
突
っ
張
っ
て
黯
母
を
睨
み
据
え
る
王
奇
の
右



218

図三　王奇による黯母暴行（上、北朝芸術博物館蔵。下、呉氏蔵）
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手
に
は
、
抜
き
身
の
剣
が
握
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
下
の
図
は
、
上

の
図
の
左
右
を
反
転
さ
せ
た
形
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
や
は
り
屋
内

の
黯
母
は
、
右
手
を
床
に
突
い
て
座
し
（
右
向
き
）、
屋
外
か
ら
王

奇
が
黯
母
の
髪
の
毛
を
右
手
で
摑
ん
で
下
方
へ
引
っ
張
る
様
子
は

（
左
向
き
。
但
し
こ
ち
ら
の
王
奇
は
、
剣
を
持
っ
て
い
な
い
）、
上

の
図
と
変
わ
り
が
な
い
。
さ
て
、
一
見
し
て
分
か
る
上
下
二
図
の
黯

母
の
姿
勢
の
違
い
と
し
て
、
下
の
黯
母
は
上
と
較
べ
、
明
ら
か
に
上

体
を
起
こ
し
た
姿
勢
に
描
か
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い

（
後
述
）。
こ
れ
ら
両
図
の
黯
母
の
姿
は
、
非
常
に
特
徴
的
で
、
一

度
眼
に
す
る
と
、
中
々
忘
れ
難
い
も
の
が
あ
る
。
近
時
、
化
生
仏
の

成
立
を
調
べ
る
べ
く
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
の
図
像
を
眺
め
る
機
会
が

あ
っ
て
、
例
え
ば
図
四
（
図
版
22
右
）
の
よ
う
な
遺
品
が
眼
に
止
ま

り
、
唖
然
と
し
た⑱

。
こ
れ
は
燃
灯
仏
授
記
図
と
呼
ば
れ
る
、
カ
ー
ピ

シ
ー
出
土
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
遺
品
の
一
部
で
（
以
下
、
布
髪
図
と
称
す

る
。
大
智
度
論
八
・
四
な
ど
に
、「
布
髪
掩
泥
」
と
あ
る
に
よ
る
）、

明
ら
か
に
上
掲
、
図
三
上
の
黯
母
と
関
わ
り
が
あ
る
。
さ
ら
に
図
五

（
図
版
18
）
は
、
有
名
な
ガ
ン
ダ
ー
ラ
、
シ
ク
リ
出
土
の
布
髪
図
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
図
三
上
の
黯
母
の
造
型
を
彷
彿
と
さ

せ
る
に
足
る
も
の
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
例
え
ば
図
五
上
の
如
き
、

北
魏
時
代
の
孝
子
伝
図
に
対
し
、
図
四
や
図
五
な
ど
に
見
る
ガ
ン

ダ
ー
ラ
仏
が
、
そ
の
図
像
の
出
典
と
し
て
参
照
さ
れ
る
こ
と
は
、
果

し
て
あ
り
得
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
先
に
述
べ
る
な
ら
、
十
分

図四　燃灯仏授記図（部分。MIHO MUSEUM蔵）
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あ
り
得
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
近
時
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
を
め
ぐ

る
研
究
の
展
開
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
て
、
例
え
ば
仏
像
の

中
国
へ
の
伝
来
に
つ
い
て
、
宮
治
昭
氏
は
、

仏
像
は
後
漢
・
三
国
時
代
に
ガ
ン
ダ
ー
ラ
か
ら
中
国
へ
伝
わ
り
、

北
魏
時
代
に
は
華
々
し
い
造
仏
活
動
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
こ
と

は
現
存
作
例
か
ら
も
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ

る
の
は
、
中
国
へ
の
仏
教
の
伝
播
は
、
初
期
の
時
代
に
は
、
イ

ン
ド
か
ら
次
第
し
だ
い
に
中
央
ア
ジ
ア
各
地
を
経
由
し
て
中
国

へ
と
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
く
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
か
ら
直
接
、
中
国

（
甘
粛
省
、
陝
西
省
・
四
川
省
な
ど
）
へ
、
そ
れ
も
僧
に
よ
っ

て
仏
教
思
想
が
伝
え
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
仏
像
と
そ
れ
に
関

わ
る
信
仰
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。（『
仏
像
を
読
み
解
く

　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
仏
教
美
術
』
32
頁
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る⑲

。
そ
こ
で
、
小
稿
で
は
以
下
、
図
三
の
王
奇
に

よ
る
黯
母
暴
行
図
と
、
燃
灯
仏
授
記
図
（
布
髪
図
）
を
中
心
と
す
る

ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
と
の
関
わ
り
を
、

　
　
Ａ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
状
況

　
　
Ｂ
ガ
ン
ダ
ー
ラ
か
ら
雲
岡
へ

と
い
う
二
つ
の
道
筋
の
考
察
か
ら
跡
付
け
て
み
た
い
。
そ
の
考
察
に

先
立
ち
、
ま
ず
燃
灯
仏
授
記
と
い
う
も
の
を
簡
単
に
紹
介
し
た
上
で
、

ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
お
け
る
代
表
的
な
作
例
の
幾
つ
か
を
上
げ
て
お
く
。

　
燃
灯
仏
授
記
図
（
布
髪
図
）
と
は
、
以
下
の
よ
う
な
物
語
に
基
づ

い
て
描
か
れ
た
、
図
像
の
こ
と
で
あ
る⑳

（
粟
田
功
氏
の
解
説
に
よ

る
）。昔

、
燃
灯
仏
が
こ
の
世
に
い
ら
し
た
時
、
前
生
の
釈
尊
（
メ
ー

図五　布髪図（ガンダーラ、シクリ出土。ラホール博物館蔵）



221　　董黯図溯源

ガ
、
儒
童
）
は
バ
ラ
モ
ン
の
青
年
修
行
者
で
し
た
。
あ
る
日
、

燃
灯
仏
が
デ
ィ
ー
パ
ヴ
ァ
ー
テ
ィ
ー
と
い
う
都
に
現
わ
れ
る
こ

と
を
知
っ
た
メ
ー
ガ
は
、
ぜ
ひ
仏
陀
に
会
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
際
花
を
買
っ
て
捧
げ
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
町
に
あ
っ
た

花
は
す
で
に
国
王
が
買
い
集
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

ゴ
ー
ピ
ー
〔
瞿
夷
、Gopī, Gopikā, 

明
女
な
ど
と
訳
す
。
耶

修
陀
羅
の
こ
と
〕
と
い
う
少
女
が
、
脇
に
水
瓶
を
抱
え
、
七
本

の
蓮
華
を
持
っ
て
通
り
か
か
り
ま
す
。
青
年
は
少
女
に
花
を

譲
っ
て
く
れ
る
よ
う
頼
み
ま
す
が
、
な
か
な
か
売
っ
て
く
れ
ま

せ
ん
。
懇
願
の
末
、
有
金
全
部
を
払
っ
て
、
七
本
の
内
五
本
を

譲
り
う
け
ま
す
。
と
同
時
に
、
ゴ
ー
ピ
ー
は
来
世
で
メ
ー
ガ
の

妻
と
な
る
約
束
も
こ
の
と
き
取
り
つ
け
ま
す
。
す
な
わ
ち
彼
女

は
ヤ
シ
ョ
ー
ダ
ラ
ー
妃
の
前
身
で
す
。
燃
灯
仏
が
町
に
お
着
き

に
な
り
ま
す
と
、
国
王
ほ
か
皆
が
出
迎
え
、
散
華
し
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
メ
ー
ガ
の
投
げ
た
青
蓮
華
だ
け
は
空
中
に
止
ま
り
、

燃
灯
仏
の
頭
光
を
飾
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
燃
灯
仏
よ
り
メ
ー
ガ

へ
、「
今
か
ら
九
一
劫
の
後
、
汝
は
仏
陀
と
な
る
で
あ
ろ
う
」

と
授
記
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
授
記
を
受
け
た
青
年
は
、
自
分
の

髪
の
毛
を
解
き
、
泥
の
地
面
に
敷
き
広
げ
、
燃
灯
仏
に
そ
れ
を

踏
ん
で
通
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

こ
の
物
語
は
所
謂
ジ
ャ
ー
タ
カ
（
本
生
譚
）
で
、
主
人
公
の
メ
ー
ガ

（
雲
の
意
）
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
干
潟
竜
祥
氏
が

さ
て
授
記
思
想
の
表
わ
れ
る
最
初
は
然
灯
（D

īpa ṁ
kara 

錠

光
、
灯
光
、
燃
灯
）
仏
が
釈
尊
の
前
生
な
る
修
行
者
、
こ
れ
は

六
度
集
経
八
六
、
太
子
瑞
応
経
巻
上
で
は
単
に
儒
童
、
四
分
律

巻
三
十
一
、
増
一
阿
含
二
〇
・
三
、
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
ス
ツ
（vol.1, 

p.231

）
等
で
は
弥
却
、
仏
本
行
集
経
巻
三
で
は
雲
（M

egha

）、

デ
ィ
ヴ
ヤ
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
（D

ivyâvadāna, p.247

）、
大
智
度

論
巻
十
六
、
三
十
、
三
十
五
、
等
で
は
、Sum

iti, 

巴
利
本
生

経
序
や
、
ブ
ッ
ダ
ヴ
ァ
ン
サ
（B

uddhava ṁ
sa

）
等
で
は

Sum
edha, 

修
行
本
起
経
巻
上
で
は
、
無
垢
光
と
、
名
を
異
に

す
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
そ
の
発
心
の
熱
烈
な
る
に
感
じ
て
授

記
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。（『
本
生
経
類
の
思
想
史
的
研
究
』

三
章
四
節
69
、
70
頁
）

と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に㉑

、
多
種
の
呼
び
方
が
存
す
る
。
一
方
、
本
話

は
仏
教
史
上
、
授
記
（
ヴ
ィ
ヤ
ー
カ
ラ
ナ
、
記
別
と
も
。
仏
か
ら
未

来
の
成
仏
の
予
言
を
受
け
る
こ
と
）
思
想
の
成
立
を
示
す
重
要
な
資

料
と
し
て
古
来
、
そ
の
名
の
知
ら
れ
る
物
語
で
も
あ
っ
て
、
そ
れ
を

記
す
経
典
類
は
、
数
多
の
数
に
上
っ
て
い
る
。
今
、
そ
の
経
典
名
を

表
一
と
し
て
、
赤
沼
智
善
氏
の
古
典
的
労
作
「
燃
灯
仏
の
研
究
」
か

ら
掲
げ
よ
う㉒

。
こ
の
リ
ス
ト
は
、
燃
灯
仏
授
記
の
文
献
を
網
羅
し
た
、

基
本
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
物
語
を
図
像
化
し
た
も
の
が
燃
灯

仏
授
記
図
で
あ
り
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
お
け
る
仏
伝
図
の
劈
頭
を
飾
る

図
像
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
燃
灯
仏
授
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表
一
　
燃
灯
仏
授
記
の
文
献
（
赤
沼
智
善
氏
に
よ
る
）
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記
図
こ
そ
は
、
例
え
ば
安
田
治
樹
氏
が

作
例
が
比
較
的
豊
富
で
、
し
か
も
そ
の
図
像
が
こ
の
美
術
〔
ガ

ン
ダ
ー
ラ
美
術
〕
以
前
に
は
見
出
さ
れ
ぬ
点
、
当
地
方
で
独
自

の
展
開
を
遂
げ
た
も
の
と
し
て
、
特
に
注
目
さ
れ
る
（
同
氏

「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
燃
灯
仏
授
記
本
生
図
」
66
頁
上
）

と
指
摘
さ
れ㉓

、
ま
た
、
宮
治
昭
氏
が

「
燃
灯
仏
授
記
本
生
」
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
本
生
図
浮
彫
の
全

体
の
中
で
作
例
が
多
い
ば
か
り
で
な
く
、
主
題
の
上
か
ら
も
と

く
に
注
目
さ
れ
る
…
…
し
か
も
、
こ
の
「
燃
灯
仏
授
記
本
生
」

は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
最
初
に
表
現
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の

後
イ
ン
ド
内
で
は
ほ
と
ん
ど
造
形
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た

（
カ
ー
ン
ヘ
リ
ー
や
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
な
ど
で
数
例
が
知
ら
れ
る

ば
か
り
で
あ
る
）。
逆
に
中
央
ア
ジ
ア
で
は
た
い
へ
ん
好
ま
れ

た
主
題
で
あ
る
（
同
氏
『
ガ
ン
ダ
ー
ラ
　

仏
の
不
思
議
』
三
章

１
128
頁
）

と
さ
れ
る
図
像
で
あ
る
こ
と
に㉔

、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
中
で
、

安
田
氏
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
お
け
る
燃
灯
仏
授
記
図
の
作
例
一
覧
を

作
成
し
、
本
図
が
四
十
六
例
現
存
す
る
こ
と
を
確
認
さ
れ
て
い
る

（
68
、
69
頁
）。
そ
こ
で
、
参
考
ま
で
に
安
田
氏
に
よ
る
そ
の
一
覧

を
、
表
二
と
し
て
掲
げ
て
お
く㉕

。
さ
て
、
図
版
18
─
図
版
22
は
、
ガ

ン
ダ
ー
ラ
出
土
の
布
髪
図
（
燃
灯
仏
授
記
図
）
の
五
遺
品
を
掲
げ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
布
髪
図
に
注
目
す
べ
く
、
各
図
像

の
内
容
解
説
は
省
略
に
従
う
（
以
下
も
同
じ
）。
中
で
、
図
版
18
の

そ
れ
は
シ
ク
リ
出
土
、
図
版
19
は
ジ
ャ
マ
ー
ル
・
ガ
リ
ー
出
土
、
図

版
21
は
シ
ク
リ
出
土
、
図
版
22
は
カ
ー
ピ
シ
ー
に
お
い
て
（
図
四
と

し
て
前
述
）、
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
図
版
23
─
図
版
30
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
、
主
と
し
て
中
国

新
疆
に
お
け
る
、
布
髪
図
の
代
表
的
な
遺
品
を
七
例
掲
げ
た
も
の
で

あ
る㉖

。
図
版
23
は
、
ク
チ
ャ
の
ド
ゥ
ル
ド
ゥ
ル
・
ア
ク
ー
ル
で
出
土

し
、
彼
の
Ｐ
・
ペ
リ
オ
の
将
来
に
掛
る
も
の
（
ギ
メ
美
術
館
蔵
）、

図
版
24
は
、
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
（
焉
耆
）
で
出
土
し
、
Ａ
・
ス
タ
イ
ン

が
将
来
し
た
も
の
で
（
大
英
博
物
館
蔵
）、
い
ず
れ
も
極
め
て
貴
重

な
遺
品
と
な
っ
て
い
る
。
図
版
25
以
下
は
、
全
て
壁
画
の
遺
品
で
、

図
版
25
は
ク
ム
ー
ト
ラ
34
窟
、
図
版
26
─
図
版
28
は
ベ
セ
リ
ク
リ
20

窟
、
15
窟
（
但
し
、
竜
谷
大
学
に
よ
る
復
元
）、
18
窟
の
布
髪
図
を

示
し
た
も
の
で
あ
る㉗

。
図
版
29
は
、
楡
林
窟
39
窟
に
描
か
れ
た
燃
灯

仏
授
記
図
を
掲
げ
た
も
の
で
、
図
版
30
は
、
そ
の
布
髪
の
部
分
を
示

し
て
い
る
。
図
版
23
─
図
版
30
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
残
さ
れ
る
燃

灯
仏
授
記
図
（
布
髪
図
）
の
ご
く
一
部
を
上
げ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、

そ
れ
で
も
布
髪
図
と
い
う
も
の
が
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
由
し
て
、
中

国
に
伝
わ
っ
た
こ
と
を
十
分
考
え
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
ま
た
、
後
程
触
れ
る
こ
と
と
し
よ
う
。

　
さ
て
、
中
国
に
お
い
て
布
髪
図
の
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
証
す
る
事

実
（
前
述
Ｂ
）
は
さ
ら
に
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表二　ガンダーラにおける燃灯仏授記図（安田治樹氏による）
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１
雲
岡
に
お
け
る
布
髪
図

　
　
２
北
魏
以
降
の
布
髪
図
（
雲
岡
以
外
）

の
伝
存
と
い
う
、
二
つ
の
観
点
か
ら
、
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
出

来
る
。
ま
ず
雲
岡
に
お
け
る
布
髪
図
の
盛
行
振
り
を
見
て
お
き
た
い
。

雲
岡
に
お
け
る
燃
灯
仏
授
記
図
（
布
髪
図
）
の
存
在
を
早
く
か
ら
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
た
の
が
、
安
田
治
樹
氏
「
雲
岡
石
窟
の
彫
刻
に
み

ら
れ
る
本
縁
説
話
─
ア
シ
ョ
ー
カ
施
土
物
語
と
燃
灯
仏
授
記
本
生

─
」（『
仏
教
芸
術
』
135
、
昭
和
56
〈
一
九
八
一
〉
年
）
で
あ
る㉘

。
安

田
氏
は
、
雲
岡
に
お
け
る
布
髪
図
の
作
例
が
十
一
例
に
上
る
こ
と
を

指
摘
さ
れ
た
（
36
頁
下
─
37
頁
上
）。
表
三
は
、
そ
の
十
一
例
を
転

載
し
た
も
の
で
あ
る㉙

（
氏
が
最
下
段
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
水
野

清
一
、
長
廣
敏
雄
氏
『
雲
岡
石
窟
』
16
巻
中
の
巻
数
と
図
版
番
号
で

あ
る
。
＊
は
、
そ
れ
が
ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土
図
と
対
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
）。
安
田
氏
の
併
論
す
る
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王

施
土
物
語
と
い
う
の
は

釈
迦
が
王
舎
城
に
托
鉢
し
た
際
、
路
上
に
土
遊
び
す
る
数
人
の

小
児
が
あ
り
、
時
に
釈
迦
の
威
厳
に
満
ち
た
姿
を
見
て
布
施
の

心
を
お
こ
し
た
一
小
児
が
、
穀
物
に
見
立
て
て
遊
ん
で
い
た
土

を
施
物
と
し
て
仏
鉢
に
捧
げ
入
れ
た
と
こ
ろ
、
釈
迦
は
、
こ
の

小
児
が
そ
の
功
徳
に
よ
り
来
世
に
お
い
て
転
輪
王
ア
シ
ョ
ー
カ

（
阿
育
、
阿
輸
迦
）
と
し
て
生
ま
れ
、
仏
法
を
護
持
し
、
八
万

四
千
の
塔
を
建
て
て
仏
舎
利
を
供
養
せ
ん
と
の
予
言
を
な
し
た

（
安
田
論
文
31
頁
上
─
31
頁
下
）

と
い
う
話
を
図
像
化
し
た
も
の
で
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ヤ
・
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ

26
章
、
阿
育
王
伝
一
、
阿
育
王
経
一
等
に
見
え
る
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王

の
前
世
譚
で
あ
る
。
氏
は
、
雲
岡
に
お
け
る
ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土
図
、

九
例
の
作
例
も
上
げ
ら
れ
て
い
る㉚

（
31
頁
下
）。

　
さ
て
、
図
版
31
─
図
版
37
は
、
雲
岡
に
お
け
る
布
髪
図
の
代
表
的

な
図
像
を
掲
げ
た
も
の
で
、
図
版
31
、
図
版
32
は
、
そ
れ
ぞ
れ
５
窟

と
５
─

10
窟
、
図
版
33
は
、
10
窟
（
本
図
は
、
か
つ
て
藤
原
有
仁
氏

が
、「
中
国
に
お
い
て
定
光
仏
授
記
本
生
を
あ
ら
わ
し
た
最
古
の
遺

表三　雲岡における燃灯仏授記図
　　　　　（安田治樹氏による）
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例
」（
注
㉓
前
掲
論
文
122
頁
）
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）、
図
版
34
は
、

11
窟
、
図
版
35
、
36
は
、
12
窟
、
図
版
37
は
、
35
窟
に
描
か
れ
た
布

髪
図
、
或
い
は
、
そ
の
部
分
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
で
、
例
え

ば
図
版
31
や
図
版
37
な
ど
の
布
髪
図
は
前
掲
、
図
四
や
図
五
、
ま
た
、

図
版
18
─
図
版
22
に
掲
げ
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
お
け
る
布
髪
図
や
、
図

版
23
─
図
版
30
に
示
し
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
お
け
る
布
髪
図
と
同
じ

で
、
そ
れ
ら
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
布
髪
図
造
型
の
強
い
影
響
下
に
あ
る

も
の
と
見
做
す
こ
と
が
出
来
る
。
と
こ
ろ
が
、
図
版
31
と
図
版
37
以

外
の
雲
岡
の
布
髪
図
は
、
そ
う
で
は
な
い
。
例
え
ば
図
六
は
、
図
版

31
と
図
版
37
以
外
の
布
髪
図
の
中
か
ら
、
第
5
─

10
窟
（
右
）
と
11

窟
（
左
）
の
そ
れ
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
図
六
の
そ
れ
ら
は
、
ガ

ン
ダ
ー
ラ
や
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
布
髪
図
に
較
べ
、
例
え
ば
上
体
の
様

子
が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に
上
体
を
起
こ
し
、
且
つ
、

合
掌
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
（
図
版
33
、
図
版
35
、

36
も
同
じ
）。
こ
の
よ
う
な
雲
岡
の
布
髪
図
に
見
ら
れ
る
特
徴
に
つ

い
て
は
、
安
田
氏
が
既
に
、

布
髪
の
景
に
お
い
て
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
は
、
菩
薩
は
多
く
地
に

平
伏
し
て
い
わ
ゆ
る
「
稽
首
接
足
」
の
礼
を
と
る
の
に
対
し
、

雲
岡
の
そ
れ
は
跪
い
て
恭
敬
合
掌
の
姿
態
に
な
る
こ
と
（
39
頁

上
）

ま
た
、菩

薩
が
合
掌
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
、
ア
フ
ガ

図六　雲岡第５─10窟（右）、11窟（左）の布髪図
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ニ
ス
タ
ン
に
類
例
が
な
く
、
経
典
も
こ
れ
を
記
さ
な
い
（
39
頁

下
）

と
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
一
方
、
そ
の
よ
う
な
雲
岡
の
布
髪
図

に
の
み
見
出
だ
さ
れ
る
、
言
わ
ば
固
有
の
特
徴
に
関
し
、
こ
こ
で
考

え
て
お
き
た
い
の
が
、
図
三
（
図
版
17
）
に
示
し
た
、
王
奇
に
よ
る

黯
母
暴
行
の
上
下
二
図
の
内
、
下
の
呉
氏
蔵
の
図
像
と
の
関
連
で
あ

る
。
図
三
（
図
版
17
）
上
と
下
の
黯
母
の
姿
形
を
見
較
べ
て
み
る
と
、

王
奇
に
よ
り
髪
を
摑
ま
れ
引
っ
張
ら
れ
る
点
は
、
全
く
同
じ
図
像
で

あ
り
な
が
ら
、
上
の
そ
れ
が
ガ
ン
ダ
ー
ラ
な
ど
の
布
髪
図
に
酷
似
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、
下
の
黯
母
は
、
明
ら
か
に
上
体
を
大
き
く
起

こ
し
た
姿
形
に
描
か
れ
、
雲
岡
の
布
髪
図
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
現
存
の
確
認
出
来
る
、
図
三

（
図
版
17
）
の
王
奇
に
よ
る
黯
母
暴
行
と
い
う
二
つ
の
図
像
は
、
上

が
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
布
髪
図
の
特
徴
を
持
つ
の
に
対
し
、
下
の
そ
れ
は
、

合
掌
こ
そ
し
て
い
な
い
も
の
の
、
雲
岡
の
布
髪
図
の
特
徴
を
継
承
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
董
黯
図
に
お
け
る

王
奇
の
黯
母
暴
行
図
の
成
立
に
、
雲
岡
と
い
う
も
の
の
関
与
の
あ
っ

た
こ
と
を
、
極
め
て
強
力
に
示
唆
す
る
点
、
北
魏
の
孝
子
伝
図
研
究

史
に
全
く
新
た
な
視
点
を
拓
く
、
具
体
的
な
事
実
と
し
て
注
目
す
べ

き
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
雲
岡
に
お
け
る
布
髪
図
の
概
説
を
締
め
括
る
に
際
し
、
非
常
に
興

味
深
い
図
像
を
一
点
、
付
加
し
て
お
き
た
い
。
図
七
は
、
雲
岡
第
５

窟
明
窓
東
壁
の
部
分
を
示
し
た
も
の
で
あ
る㉛

。
図
七
に
は
二
つ
の
図

像
が
あ
っ
て
、
ま
ず
そ
の
左
端
に
見
え
る
の
が
燃
灯
仏
授
記
図
（
布

髪
図
）
で
あ
り
、
図
版
31
と
し
て
掲
げ
た
図
像
に
外
な
ら
な
い
（
表

三
の
①
）。
そ
し
て
、
そ
の
燃
灯
仏
の
右
下
に
は
、
布
髪
す
る
メ
ー

ガ
が
確
認
出
来
る
。
さ
ら
に
そ
の
右
に
見
え
る
の
は
、
交
脚
弥
勒
菩

薩
を
中
心
と
す
る
三
尊
の
図
像
だ
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
左
右

の
脇
侍
が
前
述
、
半
跏
思
惟
像
と
し
て
造
型
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ

う
。
即
ち
、
図
七
の
二
つ
の
図
像
を
同
時
に
眺
め
る
な
ら
ば
、
そ
こ

に
は
布
髪
図
と
半
跏
思
惟
図
と
が
、
文
字
通
り
隣
り
合
わ
せ
に
造
型

さ
れ
て
い
る
、
珍
し
い
一
場
面
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
こ
と

も
例
え
ば
孝
子
伝
図
た
る
董
黯
図
に
お
け
る
図
一
、
図
三
と
雲
岡
仏

と
の
、
深
く
秘
め
ら
れ
た
密
接
な
関
連
を
、
極
め
て
分
か
り
易
く
具

体
的
な
形
で
、
言
わ
ば
象
徴
的
に
物
語
る
好
例
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
他
に
、
例
え
ば
後
述
、
天
水
麦
積
山
133
窟
10

号
造
像
碑
（
図
版
44
）
右
上
に
描
か
れ
た
、「
ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土

図
の
右
に
見
え
る
、
樹
下
思
惟
図
中
の
半
跏
思
惟
像
な
ど
に
も
あ
り

（
布
髪
図
は
別
途
、
そ
の
左
下
〈
図
版
43
〉
に
あ
る
）、
な
お
今
後

の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
上
記
、

　
　
１
雲
岡
に
お
け
る
布
髪
図

　
　
２
北
魏
以
降
の
布
髪
図
（
雲
岡
以
外
）

と
い
う
二
つ
の
課
題
の
内
、
以
上
が
１
の
概
略
と
な
る
。

　
す
る
と
、
次
が
２
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
２
は
頗
る
困
難
な
課
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題
と
言
う
べ
く
、
そ
の
内
容
は
、
そ
う
簡
単
に
は
ク
リ
ア
出
来
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
燃
灯
仏
授
記
図
（
布
髪
図
）
に
つ
い
て
は
、
何
と
も
幸

運
な
こ
と
に
、
そ
の
北
朝
に
お
け
る
流
伝
に
関
す
る
、
李
静
傑
氏
の

不
朽
の
研
究
が
存
在
し
て
い
る
。
李
氏
の
業
績
を
そ
の
論
文
名
に

よ
っ
て
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
１ 

「
造
像
碑
仏
本
生
本
行
故
事
雕
刻㉜

」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』

74
〈
一
九
九
六
年
４
期
〉）

　
　
２ 

「
中
国
北
朝
期
に
お
け
る
定
光
仏
授
記
本
生
図
の
二
種
の
造

形
に
つ
い
て㉝

」（『
美
学
美
術
史
研
究
論
集
』
17
・
18
合
併

号
）

　
　
３ 

「
北
朝
時
期
定
光
仏
授
記
本
生
図
像
的
両
種
造
型㉞

」（『
芸
術

学
』
23
）

李
氏
の
２
と
３
と
は
、
日
本
語
版
と
中
国
語
版
と
捉
え
て
良
い
。
李

氏
は
、
例
え
ば
『
石
仏
選
粋
』（
中
国
世
界
語
出
版
社
、
一
九
九
五

年
）
の
著
作
も
あ
る
通
り
、
北
朝
を
中
心
と
す
る
石
仏
研
究
の
第
一

人
者
で
あ
る
。
さ
て
、
上
記
の
李
氏
の
論
文
１
を
見
る
と
、
例
え
ば

そ
の
末
尾
82
、
83
頁
に
は
、「
造
像
碑
仏
本
生
・
本
行
故
事
雕
刻
一

覧
表
」
と
題
す
る
、
北
朝
の
造
像
碑
四
十
例
の
中
に
描
か
れ
た
、
仏

の
四
（
六
）
話
の
本
生
図
及
び
、
三
十
（
三
十
二
）
話
の
本
行
図
の

一
覧
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
こ
に
は
「
儒
童
本
生
」
図
、
即
ち
、
燃
灯
仏

授
記
図
も
含
ま
れ
て
い
る
（
李
氏
は
、「
儒
童
本
生
」
図
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
図
柄
に
基
づ
い
て
、
さ
ら
に
「
定
光
仏
授
記
一
」「
定
光
仏

図七　雲岡５窟明窓東壁
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授
記
二
」「
布
髪
掩
泥
」
と
い
う
三
種
の
図
像
に
区
別
さ
れ
る
）。
当

該
表
は
、
決
し
て
一
朝
一
夕
に
は
成
し
得
な
い
、
李
氏
の
研
究
過
程

と
い
う
も
の
を
、
よ
く
表
わ
す
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
燃
灯
仏
授

記
図
（
布
髪
図
）
を
含
め
、
中
国
北
朝
期
に
お
け
る
本
生
図
、
本
行

図
と
い
う
も
の
の
所
在
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
、
例
え

ば
仏
教
美
術
史
に
お
け
る
本
生
図
ま
た
、
本
行
図
（
仏
伝
図
）
研
究

上
、
必
見
の
基
礎
資
料
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
表
四
と
し
て
、
そ
れ

を
再
掲
出
す
る
こ
と
に
し
た
。
李
氏
は
そ
の
表
四
、
儒
童
本
生
中
の

布
髪
掩
泥
と
し
て
、
四
例
の
布
髪
図
を
上
げ
ら
れ
た
が
、
上
掲
２
、

３
の
論
攷
に
お
い
て
さ
ら
に
一
例
の
そ
れ
を
加
え
（
後
述
１
の
布
髪

図
）、
計
五
例
の
布
髪
図
の
現
存
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
北
朝
に
お

け
る
そ
の
五
例
の
布
髪
図
を
一
覧
に
し
て
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ

る
。

　
　
１ 

西
安
王
家
蒼
（
巷
）
出
土
、
北
魏
和
平
二
（
四
六
一
）
年
像

背
（
碑
林
博
物
館
蔵
）

　
　
２ 

陝
西
省
興
平
県
出
土
、
北
魏
皇
興
五
（
四
七
一
）
年
像
背

（
碑
林
博
物
館
蔵
）

　
　
３ 

天
水
麦
積
山
133
窟
、
10
号
造
像
碑

　
　
４ 

北
斉
河
清
二
（
五
六
三
）
年
思
枹
碑
（
北
京
故
宮
博
物
院

蔵
）

　
　
５ 

山
東
省
博
興
県
興
益
村
出
土
、
北
斉
造
像
碑
（
博
興
県
博
物

館
蔵
）

図
版
38
─
図
版
46
は
上
記
、
李
静
傑
論
文
１
─
３
に
上
げ
ら
れ
た
布

髪
図
１
─
５
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
（
布
髪
図
２
─
５
は
李
静
傑
論

文
１
〈
及
び
、
２
、
３
〉
に
お
い
て
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
、
残
る
布

髪
図
１
は
、
同
２
、
３
に
お
い
て
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
）。
こ

こ
で
、
そ
の
内
の
一
図
を
紹
介
し
よ
う
。
図
八
は
、
上
記
布
髪
図
の

２
、
陝
西
省
興
平
県
出
土
、
北
魏
皇
興
五
（
四
七
一
）
年
像
背
の
３

層
左
に
描
か
れ
た
、
布
髪
図
の
拓
本
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
図
版

41
。
図
版
40
は
、
そ
の
像
背
の
全
体
、
同
42
は
、
正
面
〈
交
脚
弥
勒

菩
薩
像
〉
を
示
し
た
も
の
で
、
例
え
ば
そ
の
背
面
の
諸
図
像
は
、
最

下
７
層
の
四
神
王
図
を
除
く
、
１
─
６
層
の
全
二
十
二
区
画
が
呉
、

支
謙
訳
の
太
子
瑞
応
本
起
経
に
基
づ
く
、「
定
光
仏
授
記
本
生
と
誕

生
前
後
を
主
と
す
る
仏
伝
の
二
部
分
か
ら
な
」
り
（
李
静
傑
氏
は
、

二
十
二
区
画
を
ａ
─
ｖ
と
さ
れ
る
〈
論
文
２
、
43
頁
右
下
の
配
置
図

参
照
〉、
二
十
二
区
画
「
そ
れ
ぞ
れ
の
境
界
に
は
短
冊
型
の
枠
〔
傍

題
、
題
記
枠
〕
が
あ
」
っ
て
「
も
と
は
そ
れ
ら
の
枠
に
墨
書
題
記
が

記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
」、
二
十
二
区
画
の
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

逆
Ｓ
字
形
に
右
か
ら
左
へ
、
下
か
ら
上
へ
と
順
に
進
む
」
も
の
で
あ

る
こ
と
を
（
論
文
２
、
25
頁
）、
李
静
傑
氏
が
始
め
て
明
ら
か
に
さ

れ
た
の
で
あ
る
（
二
十
二
区
画
の
内
容
や
、
本
遺
品
の
学
術
的
意
義

に
つ
い
て
は
、
論
文
２
の
25
─
27
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
さ
て
、

図
八
は
、
李
静
傑
氏
が
二
十
二
区
画
中
ｍ
と
命
名
さ
れ
た
、
十
五
番

目
の
図
像
に
当
た
り
、
氏
が
、
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表
四
　
造
像
碑
に
見
え
る
仏
本
生
、
本
行
図
一
覧
（
李
静
傑
氏
に
よ
る
）
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四
段
目
の
左

端
の
場
面
ｍ

に
は
仏
が

立
っ
て
い
る
。

授
記
に
よ
っ

て
菩
薩
は
天

人
の
よ
う
に

仏
の
前
で
空

中
に
昇
り
、

ま
た
地
上
に

降
り
五
体
投

地
し
て
、
髪

を
敷
い
て
仏

に
踏
ま
せ
る
様
子
で
あ
る
。
経
典
〔
太
子
瑞
応
本
起
経
上
〕
に
、

菩
薩
は
仏
の
授
記
を
受
け
て
神
通
を
得
、
虚
空
に
昇
っ
て
か
ら

地
上
に
降
り
、
髪
を
敷
い
て
仏
に
そ
れ
を
踏
ま
せ
る
こ
と
が
説

か
れ
て
い
る
。
場
面
は
ま
さ
に
経
典
の
説
く
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
と

お
り
に
表
れ
て
い
る
（
論
文
２
、
26
頁
）。

と
説
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
氏
の
説
明
に
加
え
る
べ
き
こ
と
は
、

何
も
な
い
が
、
図
三
上
下
の
関
連
で
一
点
だ
け
指
摘
す
る
と
す
れ
ば
、

図
八
の
布
髪
す
る
メ
ー
ガ
の
姿
形
は
、
そ
れ
が
例
え
ば
ガ
ン
ダ
ー
ラ

（
図
版
18
─
図
版
22
）
や
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
（
図
版
23
─
図
版
30
）
の

布
髪
図
、
ま
た
、
図
三
上
の
黯
母
と
一
致
し
、
上
述
雲
岡
独
特
の
上

体
を
起
こ
す
布
髪
図
（
図
六
、
ま
た
、
雲
岡
に
お
け
る
図
版
31
─
図

版
37
中
、
図
版
31
と
図
版
37
を
除
く
諸
図
）
ま
た
、
図
三
下
の
黯
母

と
は
一
致
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
図
八
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の

系
統
の
布
髪
の
図
像
ら
し
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
、
李

静
傑
氏
の
上
げ
ら
れ
た
残
る
四
図
（
１
、
３
─
５
）
に
関
し
て
も
指

摘
し
得
る
こ
と
で
あ
る
。
図
版
38
は
、
一
九
七
四
年
西
安
王
家
蒼

（
巷
）
出
土
、
北
魏
和
平
二
（
四
六
一
）
年
像
背
の
布
髪
図
（
下
か

ら
２
層
目
の
左
）、
図
版
39
は
、
そ
の
正
面
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る

（
碑
林
博
物
館
蔵
）。
図
版
43
は
、
天
水
麦
積
山
133
窟
の
10
号
造
像

碑
に
お
け
る
燃
灯
仏
授
記
図
（
上
）
と
そ
の
布
髪
の
部
分
（
下
）、

図
版
44
は
、
10
号
造
像
碑
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る㉟

。
図
版
45
は
、
北

斉
河
清
二
（
五
六
三
）
年
思
枹
碑
の
右
側
面
の
布
髪
図
（
２
層
。
北

京
故
宮
博
物
院
蔵
）、
図
版
46
は
、
一
九
八
一
年
山
東
省
博
興
県
興

益
村
出
土
の
北
斉
造
像
碑
の
布
髪
図
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
（
上
層

左
端
。
博
興
県
博
物
館
蔵
）。
ま
た
、
図
版
47
は
最
近
、
見
出
だ
さ

れ
る
に
到
っ
たM

IH
O

 M
U

SEU
M

蔵
、
仏
三
尊
像
の
光
背
背
面

の
左
上
の
、
線
刻
に
よ
る
浅
い
浮
彫
で
表
現
さ
れ
た
布
髪
図
を
掲
げ

た
も
の
で
（
稲
本
泰
生
氏
「
安
塞
大
仏
寺
四
号
窟
に
お
け
る
図
像
構

成
の
意
義
と
北
朝
期
の
仏
伝
表
象
」〈
同
氏
編
『
釈
迦
信
仰
と
美
術 

作
品
解
釈
の
新
視
点
』（
思
文
閣
出
版
、
令
和
５
〈
二
〇
二
三
〉
年
）

Ⅰ
部
所
収
〉
220
─
222
頁
）、
本
図
の
出
現
に
よ
り
、M

IH
O

 

図八　布髪図（皇興五〈四七一〉年像背）
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M
U

SEU
M

に
は
図
版
22
（
図
四
）
に
加
え
、
二
例
の
布
髪
図
が
所

蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
本
図
は
上
記
、
李
静
傑
氏

に
よ
る
北
朝
に
お
け
る
五
例
に
加
え
ら
れ
る
べ
き
、
六
例
目
の
布
髪

図
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
本
図
の
描
か
れ
た
仏
三
尊
像
の
全
容
は
、

『M
IH

O
 M

U
SEU

M

南
館
図
録
』
123
に
詳
し
い
が
、
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
当
像
の
制
作
年
代
は
、
北
魏
晩
期
五
二
〇
年
代
後
半
か
ら
五
三

〇
年
前
後
と
さ
れ
て
い
る
。
本
図
は
、
稲
本
氏
が
、「
仰
蓮
上
に
立

つ
仏
の
前
で
ひ
れ
伏
し
た
半
裸
の
人
物
が
、
仏
の
足
下
に
頭
髪
を
敷

い
て
い
る
。
儒
童
布
髪
に
合
致
す
る
図
像
だ
が
」（
220
頁
）
と
指
摘

さ
れ
た
通
り
、
ま
ず
布
髪
図
と
見
做
さ
れ
る
図
像
で
あ
っ
て
、
燃
灯

仏
の
足
下
に
垂
れ
る
、
儒
童
の
髪
も
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
李
静
傑
氏
の
上
げ
ら
れ
た
五
例
が
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
系

統
と
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
本
図
の
儒
童
の
姿
形
は
、
上
体
を
起
こ

す
雲
岡
の
そ
れ
に
一
致
す
る
（
即
ち
、
図
三
下
の
黯
母
の
姿
形
と
同

じ
）
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
さ
て
、
本
図
を
燃
灯
仏
授
記
図

（
布
髪
図
）
と
見
た
時
の
最
大
の
問
題
は
、
稲
本
氏
が
上
引
に
続
け

て
、「
人
物
の
背
の
上
と
後
方
に
二
童
子
が
立
ち
、
う
ち
前
者
が
仏

に
何
か
を
渡
す
表
現
は
、
阿
育
王
の
前
身
で
あ
る
童
子
が
仏
鉢
に
土

を
入
れ
て
釈
尊
を
供
養
し
た
と
い
う
阿
育
王
施
土
因
縁
の
図
像
（
中

国
で
は
通
例
、
二
童
子
を
伴
う
）
に
照
応
す
る
」（
220
頁
）
と
述
べ

ら
れ
た
如
く
、
本
図
は
ま
た
、
前
述
ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土
図
と
も
見

做
し
得
る
点
で
あ
る
。
燃
灯
仏
授
記
図
（
布
髪
図
）
と
ア
シ
ョ
ー
カ

王
施
土
図
と
の
深
い
関
連
の
問
題
は
、
例
え
ば
李
静
傑
論
文
２
、
３

の
詳
論
さ
れ
た
事
柄
で
あ
っ
て
、
本
図
は
例
え
ば
そ
の
２
に
お
い
て
、

中
国
の
燃
灯
仏
授
記
図
を
、

　
　
１
定
光
仏
授
記
本
生
説
話
に
基
づ
く
基
本
形

　
　
　
⑴
北
魏
中
期
の
中
原
地
方
で
成
立
し
た
表
現

　
　
　
⑵
北
魏
中
期
の
西
方
影
響
を
も
と
に
し
た
表
現

　
　
　
⑶
北
魏
晩
期
以
降
の
中
原
地
方
で
発
展
し
た
表
現

　
　
２
ア
シ
ョ
ー
カ
施
土
因
縁
説
話
に
由
来
す
る
変
化
形

　
　
　
⑴ 

ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
「
ア
シ
ョ
ー
カ
施
土
因
縁
説
話
図
」
の
表

現
と
雲
岡
石
窟
の
図
像

　
　
　
⑵ 

北
魏
晩
期
以
降
の
ア
シ
ョ
ー
カ
施
土
説
話
に
基
づ
く
表
現

　
　
　
⑶ 

北
魏
晩
期
以
降
の
ア
シ
ョ
ー
カ
施
土
説
話
と
定
光
仏
授
記

説
話
に
基
づ
く
混
淆
表
現

と
二
分
類
（
ま
た
、
そ
れ
ら
を
各
三
小
分
類
し
て
計
六
小
分
類
）
さ

れ
て
い
る
が
、
本
図
は
、
図
版
45
（
２
層
の
右
が
布
髪
図
、
左
が
ア

シ
ョ
ー
カ
王
施
土
図
）
な
ど
と
共
に
、
２
⑶
に
属
す
る
も
の
と
見
る

べ
き
で
あ
る
（
本
図
の
儒
童
に
酷
似
す
る
が
、
そ
こ
に
髪
を
描
か
な

い
も
の
と
し
て
は
、
例
え
ば
李
静
傑
論
文
３
の
巻
末
に
載
せ
ら
れ
た

図
十
八
、
二
十
、
二
十
一
、
二
十
三
、
二
十
四
、
二
十
八
な
ど
が
あ

る
）。
李
静
傑
論
文
２
に
は
、「
筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
北
魏
晩
期

以
後
の
童
子
布
施
図
像
を
持
つ
仏
像
は
五
十
体
以
上
あ
り
、
こ
の
童

子
布
施
の
造
形
は
当
時
大
層
好
ま
れ
て
流
行
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
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さ
れ
る
」（
32
頁
）
と
の
重
要
な
指
摘
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
全
て

ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土
図
か
ら
転
化
し
た
所
謂
、
燃
灯
仏
授
記
図
と
見

ら
れ
る
図
像
に
外
な
ら
ず
（
但
し
、
布
髪
は
描
か
れ
な
い
）、
例
え

ば
山
西
省
沁
県
の
一
地
に
五
十
点
程
の
作
例
が
存
し
、
そ
れ
ら
は
北

魏
晩
期
か
ら
北
斉
に
掛
け
て
の
五
二
〇
年
代
─
五
七
〇
年
代
の
も
の

で
あ
っ
て
、
沁
県
南
涅
水
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
（
李
静
傑
氏

教
示
）。
こ
の
事
実
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
か
ら
齎
さ
れ
た
燃
灯
仏
授
記

図
（
布
髪
図
）
と
い
う
も
の
が
、
北
魏
晩
期
か
ら
隋
、
唐
に
掛
け
て

ど
う
な
っ
て
行
く
の
か
、
と
い
う
中
国
美
術
史
の
今
後
の
課
題
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
一
方
、
そ
の
重
要
な
資
料
と
し
て
の
、
本
図
（
図

版
47
）
の
学
術
的
意
義
を
照
射
す
る
問
題
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

か
く
李
静
傑
論
文
１
─
３
に
よ
り
、
雲
岡
以
外
に
も
布
髪
図
が
北
朝

期
の
中
国
に
広
く
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
、
具
体
的
に
確
認
す
る
こ

と
が
出
来
、
ま
た
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
系
統
の
布

髪
図
に
属
し
て
い
て
、
例
え
ば
図
三
上
の
黯
母
の
姿
形
に
似
る
こ
と

（
即
ち
、
図
三
下
の
黯
母
に
は
似
な
い
こ
と
）
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
（
図
版
38
─
図
版
46
の
布
髪
図
を
め
ぐ
る
詳
細
は
上
掲
、
李
静
傑

論
文
１
─
３
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
さ
て
、
李
氏
は
そ
の
論
文
２
の

結
び
と
し
て
、

以
上
の
二
種
の
説
話
〔
燃
灯
仏
授
記
と
ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土
の

物
語
〕
は
西
北
イ
ン
ド
と
中
央
ア
ジ
ア
に
お
い
て
流
行
し
た
が
、

中
国
中
原
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
か
ら
か
な
り
変
容
さ
れ
る
…
…

と
り
わ
け
ア
シ
ョ
ー
カ
施
土
因
縁
か
ら
定
光
仏
授
記
本
生
へ
の

図
像
上
、
性
格
上
の
転
化
は
、
仏
教
美
術
の
中
国
化
が
明
ら
か

に
示
さ
れ
て
い
る
（
37
頁
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら

に
氏
が
、

ま
た
、
唐
道
宣
『
続
高
僧
伝
』
巻
８
と
巻
24
に
、
皇
帝
あ
る
い

は
王
者
が
高
僧
を
仏
陀
と
し
て
、
自
分
の
髪
を
地
面
に
敷
い
て

高
僧
に
そ
れ
を
踏
ま
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
定

光
仏
授
記
本
生
を
真
似
て
、
未
来
に
成
仏
す
る
た
め
に
行
っ
た

行
為
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
皇
帝
あ
る
い
は
王
者
の

成
仏
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
唐
僧
詳

『
法
華
伝
記
』
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
で
も
王
者
が
高
僧
に
自
分

の
髪
を
踏
ま
せ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
法
華
経
と
関
連
す
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
（
37
頁
）

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、

印
度
や
中
国
に
お
い
て
王
者
、
皇
帝
以
下
の
人
々
が
所
謂
、
布
髪
を

実
践
す
る
背
景
に
は
、
例
え
ば
表
一
で
見
た
よ
う
な
燃
灯
仏
授
記
の

文
献
が
読
誦
さ
れ
た
こ
と
は
勿
論
、
加
え
て
、
図
版
18
以
下
に
垣
間

見
た
如
き
、
布
髪
図
の
流
行
も
当
然
あ
っ
た
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ

る
。

　
不
思
議
な
こ
と
に
、
隋
唐
時
代
の
布
髪
図
と
い
う
も
の
は
目
下
、

管
見
に
入
ら
な
い
。
図
版
48
と
図
版
49
は
、
現
在
に
残
る
宋
、
金
代
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の
布
髪
図
を
二
例
、
掲
げ
た
も
の
で
、
図
版
48
は
南
宋
、
絹
本
着
色

の
布
髪
図
で
（
遼
寧
省
博
物
館
蔵
）、
図
版
49
は
、
山
西
省
忻
州
市

繁
峙
県
に
あ
る
、
金
代
の
岩
山
寺
文
殊
殿
西
壁
南
上
に
描
か
れ
た
布

髪
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

三

　
王
奇
に
よ
る
黯
母
暴
行
図
（
図
三
、
図
版
17
）
に
見
え
る
、
特
徴

的
な
黯
母
の
姿
形
と
い
う
も
の
は
、
例
え
ば
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
に
頻

見
す
る
所
謂
、
燃
灯
仏
授
記
図
中
の
布
髪
図
に
基
づ
く
も
の
と
見
て
、

ま
ず
間
違
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
両
図
の
原
典
に
当
た

る
、
董
黯
の
物
語
と
燃
灯
仏
授
記
物
語
と
い
う
二
つ
の
物
語
を
、
言

わ
ば
文
学
的
観
点
か
ら
素
直
に
眺
め
る
時
、
ど
う
し
て
も
そ
こ
に
一

抹
の
疑
念
が
残
っ
た
こ
と
も
、
当
初
か
ら
の
事
実
で
あ
る
。
と
い
う

の
は
、
王
奇
に
よ
る
黯
母
へ
の
暴
行
の
話
は
、
言
わ
ば
不
孝
譚
、
悪

行
譚
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、
一
方
の
燃
灯
仏
授
記
（
布
髪
）
の
話
は
、

過
去
世
に
お
け
る
善
根
譚
、
善
行
譚
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
善
悪
と
い

う
簡
単
な
観
点
か
ら
見
る
と
、
二
つ
の
物
語
の
内
容
は
真
っ
向
か
ら

対
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
互
に
共
通
す
る
要
素
が
何
一
つ
と

し
て
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
二
つ
の
物
語
の
内

容
か
ら
は
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く
二
つ
の
図
像
の
間
に
、
両
図
像
の
関

連
を
説
明
な
い
し
、
示
唆
す
る
も
の
が
何
も
な
い
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
そ
の
事
実
は
非
常
に
不
可
解
で
、
そ
れ
は
或
い
は
、
単
な
る

図
像
間
に
お
け
る
様
式
的
な
借
用
関
係
と
強
弁
す
る
こ
と
も
出
来
な

い
訳
で
は
な
い
が
、
或
い
は
、
そ
の
不
可
解
さ
の
裏
に
は
、
目
の
前

の
二
つ
の
図
像
の
関
係
の
奥
に
隠
さ
れ
た
、
未
知
の
第
三
の
図
像
の

存
在
す
る
こ
と
を
、
暗
示
す
る
も
の
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

言
わ
ば
そ
の
第
三
の
図
像
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
た
の
が
前
述
、
安

田
治
樹
に
よ
る
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
燃
灯
仏
授
記
本
生
図
」
三
「
燃
灯

仏
授
記
本
生
図
の
図
像
表
現
」
に
お
け
る
、
次
の
一
節
で
あ
る㊱

。

た
だ
、
こ
の
種
の
布
髪
図
や
、
ひ
れ
伏
し
て
全
身
で
帰
依
の
体

を
示
す
表
現
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
は
必
ず
し
も
燃
灯
仏
授
記
本

生
図
に
限
ら
れ
ず
、
仏
伝
の
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
の
場
面
に

も
あ
ら
わ
さ
れ
て
、
し
ば
し
ば
紛
ら
わ
し
い
。
こ
う
し
た
図
像

が
果
た
し
て
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
創
意
に
な
る
も
の
か
、
あ
る
い
は

他
に
淵
源
を
求
め
る
べ
き
も
の
か
、
な
お
考
究
の
余
地
が
あ
る
。

（
75
頁
下
）

注
意
す
べ
き
は
、
問
題
の
布
髪
の
姿
形
が
、「
仏
伝
の
ア
ン
グ
リ

マ
ー
ラ
帰
依
の
場
面
」
に
も
見
え
る
と
い
う
、
安
田
氏
の
指
摘
だ
ろ

う
。
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
と
い
う
の
は
、
中
国
で
央お
う

掘く
つ

摩ま

羅ら

な
ど
と
音

写
さ
れ
、
指し

鬘ま
ん

と
訳
さ
れ
る
、
釈
迦
在
世
時
の
悪
人
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
を
め
ぐ
る
物
語
（
以
下
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ

の
帰
依
と
呼
ぶ
）
の
粗
筋
を
、
栗
田
功
氏
に
よ
る
解
説
か
ら
引
用
す

れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る㊲

。

シ
ラ
ー
ヴ
ァ
ス
テ
ィ
ー
〔
舎
衛
城
の
こ
と
。
コ
ー
サ
ラ
国
の
首
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都
〕
の
、
あ
る
バ
ラ
モ
ン
の
学
者
が
、
五
百
人
の
弟
子
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
人
に
ア
ヒ
ン
サ
〔
阿あ

北き
ん

賊ぞ
く

奇き

〈
賢
愚

経
〉、A

ki ṁ
súkī

の
音
写
で
、
無
悩
の
意
〕
と
い
う
名
の
優
秀

な
美
青
年
が
い
ま
し
た
。
あ
る
日
バ
ラ
モ
ン
が
留
守
の
と
き
、

そ
の
妻
は
ア
ヒ
ン
サ
を
誘
惑
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
言
語
道

断
と
断
わ
ら
れ
ま
す
。
妻
は
ア
ヒ
ン
サ
に
復
讐
し
よ
う
と
夫
の

バ
ラ
モ
ン
に
、
ア
ヒ
ン
サ
に
辱
め
ら
れ
た
と
嘘
を
言
い
ま
す
。

師
は
怒
り
狂
い
、
ア
ヒ
ン
サ
を
破
滅
さ
せ
よ
う
と
一
計
を
企
て

ま
す
。「
お
ま
え
の
学
問
は
ほ
ぼ
完
成
に
近
い
が
、
あ
と
一
つ

だ
け
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
町
で
百

人
〔
賢
愚
経
で
は
、
千
人
〕
の
人
間
を
殺
し
、
そ
の
証
と
し
て
、

一
人
か
ら
指
一
本
ず
つ
を
切
り
落
と
し
て
飾
り
を
作
る
の
だ
。

そ
れ
で
修
行
は
完
成
す
る
。」
と
、
師
は
剣
を
渡
し
ま
し
た
。

ア
ヒ
ン
サ
は
悩
み
ま
し
た
が
、
師
の
命
令
は
絶
対
で
す
。
町
に

出
て
相
手
か
ま
わ
ず
人
を
殺
し
て
指
を
集
め
ま
す
。
町
の
人
々

は
、
彼
を
ア
ン
グ
リ
（
指
）
マ
ー
ラ
（
飾
）
と
呼
び
、
恐
れ
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
を
聞
き
、
釈
尊
は
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
に
会
い

に
出
か
け
ま
す
。
ま
た
ア
ヒ
ン
サ
の
母
親
も
噂
の
ア
ン
グ
リ

マ
ー
ラ
が
自
分
の
息
子
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
驚
き
、
心
配
し
、

食
物
を
持
っ
て
息
子
を
探
し
に
出
か
け
ま
す
。
九
十
九
本
の
指

を
集
め
終
わ
っ
た
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
は
、
最
後
の
一
本
を
取
る

た
め
に
母
親
を
殺
そ
う
と
し
ま
す
。
そ
の
と
き
仏
陀
が
現
わ
れ

る
と
、
今
度
は
仏
陀
に
襲
い
か
か
り
ま
す
が
、
体
が
動
き
ま
せ

ん
。
ア
ヒ
ン
サ
は
剣
を
投
げ
、
大
地
に
ひ
れ
伏
し
て
悔
悛
し
、

仏
陀
に
帰
依
し
ま
す

ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
物
語
の
原
典
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
系
統
に
ま
で

及
ぶ
、
岩
本
裕
氏
の
研
究
が
早
く
に
あ
る
の
で㊳

、
こ
こ
で
、
そ
の
要

点
を
紹
介
し
た
い
。
岩
本
氏
は
、
南
伝
大
蔵
経
二
上
86
鴦
掘
摩
経
に

加
え
て
、
以
下
の
七
種
の
漢
訳
経
典
に
、
そ
の
物
語
が
残
る
と
さ
れ

た㊴

（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
は
現
存
し
な
い
）。

　
　
（
一
）『
増
壱
阿
含
経
』
巻
三
十
一

　
　
（
二
）『
雑
阿
含
経
』
巻
三
十
八

　
　
（
三
）
別
訳
『
雑
阿
含
経
』
巻
一

　
　
（
四
）『
仏
説
鴦
掘
摩
経
』

　
　
（
五
）『
仏
説
鴦
崛
髻
経
』

　
　
（
六
）『
央
掘
魔
羅
経
』
四
巻

　
　
（
七
）『
賢
愚
経
』
巻
十
一

そ
し
て
、
氏
は
、（
四
）
鴦
掘
摩
経
を
ベ
ー
ス
に
据
え
て
そ
の
内
容

を
、
次
の
十
の
モ
チ
ー
フ
に
分
け
ら
れ
る
。

　
　
①
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
が
先
生
の
妻
か
ら
誘
惑
さ
れ
る
。

　
　
②
先
生
に
だ
ま
さ
れ
て
九
十
九
人
を
斬
り
指
を
取
っ
た
。

　
　
③
母
を
殺
し
て
、
不
足
分
を
補
お
う
と
す
る
。

　
　
④ 
ブ
ッ
ダ
が
突
然
に
現
わ
れ
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
と
押
問
答
を

す
る
。
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⑤
そ
の
結
果
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
は
ブ
ッ
ダ
の
弟
子
に
な
る
。

　
　
⑥
プ
ラ
セ
ー
ナ
ジ
ッ
ト
王
と
会
う
。

　
　
⑦
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
を
見
て
、
女
が
難
産
に
苦
し
む
。

　
　
⑧
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
の
誓
言
に
よ
り
、
女
は
安
産
す
る
。

　
　
⑨
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
は
城
内
で
迫
害
さ
れ
る
。

　
　
⑩
そ
れ
を
た
え
忍
ん
で
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
は
果
報
を
得
る

そ
の
上
で
、（
四
）
鴦
掘
摩
経
に
見
え
る
上
記
①
─
⑩
の
モ
チ
ー
フ

を
、（
四
）
を
除
く
前
掲
六
種
の
漢
訳
経
典
（
及
び
、
南
伝
経
典
）

の
内
容
と
比
較
し
、
そ
れ
ら
を
検
討
し
て
、
結
論
的
に
ア
ン
グ
リ

マ
ー
ラ
物
語
を
、
表
五
の
よ
う
な
Ａ
─
Ｄ
の
四
系
統
に
分
類
さ
れ
た

の
で
あ
る㊵

。
そ
の
理
由
と
し
て
、
氏
は
以
下
の
イ
─
ニ
四
点
の
各
系

統
の
特
徴
を
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
イ
　 

Ａ
の
系
列
は
も
っ
と
も
簡
単
で
、
前
記
④
⑤
⑨
⑩
を
含
む

の
み
。

　
　
ロ
　 

Ｂ
の
系
列
は
前
記
に
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
の
出
家
後
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
─
─
前
記
⑥
⑦
⑧
─
─
を
加
え
た
も
の
。

　
　
ハ
　 

Ｃ
の
系
列
は
さ
ら
に
前
記
に
①
②
③
を
加
え
て
、
ア
ン
グ

リ
マ
ー
ラ
の
奇
怪
に
し
て
残
忍
な
行
動
の
原
因
を
脚
色
化

し
た
も
の
。
特
に
（
六
）『
央
掘
魔
羅
経
』
は
④
以
下
の

モ
チ
ー
フ
を
詩
と
散
文
と
を
交
え
て
拡
大
し
た
も
の
。

　
　
ニ
　 

Ｄ
の
系
列
は
同
じ
因
縁
譚
を
具
え
て
い
る
が
、（
一
）『
増

壱
阿
含
経
』
巻
三
十
一
の
所
伝
に
は
前
記
①
を
欠
き
、
②

に
つ
い
て
は
後
に
な
っ
て
簡
単
に
記
し
て
い
る

加
え
て
、（
七
）
賢
愚
経
に
は
、

　
　
イ
　 

ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
を
コ
ー
サ
ラ
国
の
大
臣
の
子
と
し
て
お

り
、
ま
た

　
　
ロ
　
七
日
の
間
に
九
百
九
十
九
人
を
殺
す

と
い
う
特
徴
が
あ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
所
謂
、
千
人
斬
り
の
起
源

と
な
っ
て
い
る
と
い
う
（
今
昔
物
語
集
一
・
16
、
三
国
伝
記
四
・
16

等
に
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
の
千
人
斬
り
の
説
話
が
見
え
る
）。
小
稿
に

と
っ
て
岩
本
氏
の
研
究
が
有
益
な
の
は
、
後
述
す
る
如
く
、
ガ
ン

ダ
ー
ラ
に
お
け
る
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
に
、
そ
の
母
親
が
登
場

す
る
こ
と
こ
そ
が
、
王
奇
に
よ
る
黯
母
暴
行
図
と
布
髪
図
と
の
関
連

を
繋
ぐ
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
岩
本
氏
の
上
げ
ら

れ
た
（
七
）
に
お
け
る
①
─
⑩
の
モ
チ
ー
フ
の
内
、

表五 　アングリマーラ物語の
系統（岩本裕氏による）
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③
母
を
殺
し
て
、〔
百
人
へ
あ
と
一
人
分
の
指
の
〕
不
足
分
を

補
お
う
と
す
る

こ
と
が
含
ま
れ
た
、
表
五
の
Ｃ
（
及
び
、
Ｄ
）
の
二
つ
の
系
統
、
即

ち
、

　
　
Ｃ
（
四
）
鴦
掘
摩
経

　
　
　
（
六
）
鴦
掘
魔
羅
経

　
（
Ｄ
（
一
）
増
壱
阿
含
経

　
　
　
（
七
）
賢
愚
経
）

の
四
つ
が
（
出
曜
経
十
七
に
も
③
が
あ
る
）、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
ア
ン

グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
の
原
拠
に
擬
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
訳
で
あ
る
。

　
さ
て
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
は
七
点
の
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
の
作

例
の
残
さ
れ
る
こ
と
が
、
上
原
永
子
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る㊶

。

（
全
て
栗
田
功
氏
『
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
Ⅰ
仏
伝
』
に
収
め
ら
れ
る
。

な
お
上
原
氏
は
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
が
ガ
ン
ダ
ー
ラ
以
外
に

も
南
印
度
の
ア
マ
ラ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
〈
二
例
〉、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ

コ
ン
ダ
に
残
り
、
ま
た
、
パ
ー
ラ
朝
〈
８
世
紀
中
頃
─
12
世
紀
〉
時

代
の
作
例
も
あ
る
〈
チ
ェ
ゼ
ン
美
術
館
蔵
〉
と
言
う
）。
で
は
、
実

際
に
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
を
一
、
二
見
て
み
よ

う
。
図
九
（
図
版
50
）
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
サ
ー
リ
・
パ
ロ
ー
ル
か

ら
出
土
し
た
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
（
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
博
物
館
蔵
）。
ま
ず
画
面
中
央
左
寄
り
に
、
左
を
向
い

て
立
つ
の
が
釈
迦
で
あ
る
。
そ
し
て
、
釈
迦
を
中
心
と
し
て
そ
の
右

に
一
度
、
左
に
二
度
の
計
三
回
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
が
異
時
同
図
法

的
に
描
か
れ
て
い
る
。
最
初
の
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
は
、
恰
も
振
り
向

い
て
左
方
の
釈
迦
を
見
上
げ
る
如
く
、
左
手
で
母
親
の
髪
を
摑
み
、

右
手
に
剣
を
持
っ
て
立
っ
て
い
る
。
そ
の
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
の
冠
す

る
の
が
指
鬘
（
指
を
綴
っ
た
頭
飾
り
）
で
あ
る
（（
四
）
鴦
掘
摩
経

に
、「
各
貫
二

一
指
一

以
鬘
二

其
額
一

」
な
ど
と
あ
る
）。
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の

図九　アングリマーラ帰依図
（ガンダーラ、サーリ・パロール出土。ペシャワール博物館蔵）
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ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
図
に
は
、
常
に
そ
の
母
親
が
登
場
す
る
こ
と
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
例
え
ば
岩
本
氏
の
言
う
Ｄ
（
一
）

増
壱
阿
含
経
に
、

　
　
是
時
鴦
掘
魔
左
手
捉
二

母
頭
一

右
手
抜
レ

剣
而
語
レ

母
言

と
す
る
記
述
と
よ
く
一
致
す
る
（
後
掲
図
十
な
ど
も
同
じ
）。
二
度

目
の
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
は
、
釈
迦
の
左
、
三
人
を
置
い
た
四
人
目
の
、

背
中
を
見
せ
て
、
右
手
を
頭
上
ま
で
振
り
上
げ
（
腰
の
辺
り
の
左
手

に
鞘さ
や

を
握
る
）、
剣
を
斬
り
降
ろ
そ
う
と
し
て
い
る
の
が
、
そ
れ
で

あ
る
（（
四
）
鴦
掘
摩
経
に
、「
即
執
レ

剣
趣
レ

仏
」
な
ど
と
あ
る
）。

三
度
目
の
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
は
、
釈
迦
の
左
の
足
許
で
、
額
を
地
面

に
突
き
、
髪
を
布し

い
て
平
伏
し
て
お
り
（
下
の
台
座
部
分
に
、
投
げ

棄
て
ら
れ
た
剣
と
、
指
鬘
が
見
え
る
）、
こ
れ
は
、
前
述
安
田
氏
が

メ
ー
ガ
の
布
髪
図
の

表
現
は
…
…
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
仏
の
場
面
に
も
あ
ら
わ
さ
れ

て
、
し
ば
し
ば
紛
ら
わ
し
い

と
指
摘
さ
れ
た
図
像
の
恰
好
の
例
が
、
こ
の
三
度
目
の
ア
ン
グ
リ

マ
ー
ラ
の
姿
形
に
当
た
る
（（
四
）
鴦
掘
摩
経
に
、「
指
鬘
…
…
稽
首

自
投
二

于
地
一

」
な
ど
と
あ
る
）。
こ
の
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
の
姿
形
こ

そ
、
本
生
図
と
し
て
の
燃
灯
仏
授
記
の
布
髪
図
を
、
仏
伝
の
ア
ン
グ

リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
に
転
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る㊷

。
図
十
も
、
同
様

の
特
徴
を
持
つ
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
を
掲
げ

た
も
の
で
あ
る㊸

（
英
、
個
人
蔵
）。
図
十
に
お
け
る
ア
ン
グ
リ
マ
ー

ラ
も
や
は
り
三
度
描
か
れ
る
が
、
釈
迦
（
右
か
ら
二
人
目
）
の
左
側

に
そ
れ
ら
の
全
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
図
九
と
の
違
い
で
あ
る
。

一
度
目
の
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
は
、
画
面
下
半
の
左
端
に
描
か
れ
（
右

向
き
）、
左
足
を
上
げ
て
母
（
下
半
左
か
ら
二
人
目
。
左
向
き
）
の

髪
を
左
手
で
摑
み
上
げ
、
右
手
に
剣
を
握
っ
て
い
る
。
頭
に
は
指
鬘

を
戴
き
（
二
度
目
の
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
も
同
じ
）、
そ
の
顔
は
、
右

上
の
釈
迦
を
睨
み
付
け
る
如
く
で
あ
る
。
二
度
目
は
、
下
半
の
左
か図十　アングリマーラ帰依図（ガンダーラ。個人蔵）
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ら
三
人
目
に
描
か
れ
て
い
て
（
奥
向
き
）、
や
は
り
後
頭
部
と
背
中

を
見
せ
、
上
げ
た
右
足
の
先
は
、
そ
の
下
に
描
か
れ
た
三
度
目
の
自

分
（
正
面
向
き
に
平
伏
し
て
い
る
）
の
背
中
に
掛
か
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
剣
を
握
っ
て
振
り
上
げ
た
右
手
は
、
顔
の
前
を
廻
っ
て

背
後
に
至
り
、
剣
も
背
中
へ
廻
っ
て
い
る
。
三
度
目
の
ア
ン
グ
リ

マ
ー
ラ
は
、
釈
迦
の
足
許
の
左
方
、
二
度
目
の
自
身
の
下
に
、
ほ
ぼ

正
面
を
向
い
て
（
や
や
右
向
き
）
地
面
へ
額
を
付
け
た
姿
形
で
描
か

れ
る
。
図
九
の
そ
れ
と
同
様
、
一
、
二
度
目
に
被
っ
て
い
た
指
鬘
が
、

こ
こ
に
は
見
え
な
い
。
そ
し
て
、
例
え
ば
図
九
に
お
け
る
、
布
髪
図

に
酷
似
し
た
、
稽
首
す
る
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
の
図
像
が
、
そ
の
角
度

を
変
え
て
か
く
正
面
向
き
に
も
、
描
か
れ
得
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　
図
版
50
─
図
版
52
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
お
け
る
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ

帰
依
図
を
、
三
例
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
（
内
、
図
版
50
は
、
図
九
と

し
て
既
述
）。
図
版
51
の
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
（
ラ
ホ
ー
ル
博

物
館
蔵
）
は
、
右
を
向
い
て
立
つ
釈
迦
（
左
か
ら
二
人
目
）
の
右
に
、

ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
が
二
度
描
か
れ
て
い
る
（
右
か
ら
二
人
目
〈
上
下

二
人
い
る
下
の
方
〉
と
、
そ
の
左
の
三
人
目
）。
一
度
目
は
、
母

（
右
端
、
左
向
き
）
に
斬
り
掛
か
ろ
う
と
す
る
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ

（
右
向
き
）
を
描
い
た
も
の
で
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
は
、
左
手
に
盾
、

右
手
に
剣
を
持
ち
、
そ
の
剣
を
振
り
上
げ
て
い
る
。
母
は
、
左
手
に

ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
の
昼
食
（
増
壱
阿
含
経
に
「
食
」、
鴦
掘
摩
経
に

「
餉し
よ
う」〈
か
れ
い
い
。
弁
当
の
こ
と
〉
な
ど
と
あ
る
）
を
持
ち
、
右

手
に
水
瓶
を
提
げ
て
い
る
。
二
度
目
は
、
一
度
目
を
反
転
さ
せ
た
如

く
背
中
を
見
せ
、
そ
の
顔
は
左
を
向
い
て
、
釈
迦
を
見
上
げ
て
い
る
。

共
に
指
鬘
を
戴
く
が
、
図
版
51
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
地
に
伏
す
ア

ン
グ
リ
マ
ー
ラ
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
図
版
52
も
ア
ン
グ

リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
だ
が
（
欧
州
、
個
人
蔵
）、
さ
ら
に
簡
略
化
が
進

ん
だ
例
で
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
（
右
か
ら
三
人
目
）
は
一
度
し
か
登

場
し
な
い
。
母
（
右
か
ら
一
人
目
）
は
、
や
や
右
を
向
い
て
、
釈
迦

（
右
か
ら
二
人
目
、
左
向
き
）
の
背
後
に
立
っ
て
い
る
（
髪
は
摑
ま

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
右
膝
の
辺
り
に
水
瓶
が
見
え
る
）。
そ
の
釈

迦
に
斬
り
掛
ろ
う
と
す
る
の
が
、
指
鬘
を
冠
し
た
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ

で
（
右
向
き
）、
左
手
を
左
腿
に
置
き
、
右
手
に
握
っ
た
剣
を
振
り

上
げ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
や
は
り
、
先
の
図
版
51
と
同
様
、
ア

ン
グ
リ
マ
ー
ラ
の
地
に
伏
す
場
面
が
、
そ
こ
に
は
見
え
な
い
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
お
け
る
図
版
51
、
図
版
52
の
こ
の

特
徴
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
殆
ど
の
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
に
も

継
承
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ク
チ
ャ
（
亀
茲
）
の
キ
ジ
ル
石
窟
、
シ
ム
シ
ム
石
窟
、
ク
ム
ー
ト

ラ
石
窟
な
ど
に
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
の
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
霍
旭
初
氏
は
、
キ
ジ
ル
九
例
、
シ
ム

シ
ム
二
例
の
現
存
を㊹

、
楊
柳
氏
は
、
キ
ジ
ル
七
例
、
シ
ム
シ
ム
三
例
、

ク
ム
ー
ト
ラ
一
例
の
現
存
を
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
て
い
る㊺

。
中
で
、



240

図
版
53
─
図
版
55
は
、
キ
ジ
ル
石
窟
に
お
け
る
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰

依
図
を
三
図
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
図
版
53
は
、
か
つ
て
キ
ジ

ル
84
窟
に
描
か
れ
て
い
た
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
を
掲
げ
た
も
の

で
あ
る
（
ベ
ル
リ
ン
、
国
立
イ
ン
ド
美
術
館
蔵
）。
本
図
は
、
ガ
ン

ダ
ー
ラ
の
そ
れ
を
比
較
的
、
忠
実
に
受
け
継
い
だ
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ

帰
依
図
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
画
面
右
寄
り
、
大
き
な
光

背
に
包
ま
れ
る
よ
う
に
、
左
を
向
い
て
立
つ
の
が
、
釈
迦
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
右
側
の
下
半
に
描
か
れ
た
三
人
の
男
性
が
、
全
て
ア

ン
グ
リ
マ
ー
ラ
な
の
で
あ
る
。
ま
ず
そ
の
三
人
の
中
央
、
右
手
に
剣

を
握
っ
て
刃
を
上
へ
向
け
、
両
足
を
開
い
て
右
上
の
釈
迦
を
睨
み
付

け
る
如
く
に
立
つ
の
が
、
一
度
目
の
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
で
あ
る
（
右

向
き
）。
次
い
で
そ
の
左
、
上
腕
を
合
わ
せ
上
げ
、
右
上
の
釈
迦
を

見
上
げ
る
よ
う
に
跪
く
の
が
、
二
度
目
の
そ
れ
で
あ
る
（
右
向
き
）。

最
後
に
釈
迦
の
左
下
、
上
腕
と
額
を
地
に
付
け
、
稽
首
す
る
の
が
、

三
度
目
の
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
で
あ
る
（
右
向
き
）。
指
鬘
を
取
り
外

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
ま
た
、
三
人
の
ア
ン
グ

リ
マ
ー
ラ
の
裙
衣
の
色
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
注

意
す
べ
き
で
あ
る
が㊻

、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
を
三
度
、
異
時
同
図
と
し

て
描
く
技
法
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
由
来
の
も
の
で
あ
る㊼

（
本
図
の
二
度

目
の
よ
う
に
、
跪
く
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
の
形
も
、
や
は
り
ガ
ン
ダ
ー

ラ
に
見
え
て
い
る
）。
し
か
し
、
本
図
を
め
ぐ
る
も
う
一
つ
の
問
題

は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
必
ず
描
か
れ
て
い
た
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
の
母

の
姿
が
見
え
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
し
い
人
と
し
て
は
、
例
え

ば
右
端
に
描
か
れ
た
水
瓶
を
提
げ
る
女
性
な
ど
も
い
る
が
、
比
丘
尼

形
を
し
て
い
る
等
、
母
と
は
考
え
難
く
、
髪
を
摑
ま
れ
て
も
い
な
い
。

さ
て
図
版
54
は
、
キ
ジ
ル
171
窟
、
図
版
55
は
、
175
窟
の
ア
ン
グ
リ

マ
ー
ラ
帰
依
図
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
た
も
の
で
、
中
央
の
釈
迦
（
正
面

向
き
）
の
右
に
、
斬
り
掛
ろ
う
と
す
る
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
（
左
向

き
）
を
描
く
が
、
後
者
に
は
、
釈
迦
の
左
に
も
う
一
人
の
人
物
が
描

か
れ
て
い
て
、
そ
の
人
物
は
右
手
に
水
瓶
ら
し
き
も
の
を
提
げ
、
双

髻
を
結
う
等
、
女
性
の
よ
う
に
見
え
る
。
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
の
布
髪

図
の
継
承
跡
な
ど
を
有
す
る
、
図
版
53
を
例
外
と
し
て
、
残
る
キ
ジ

ル
の
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
と
い
う
も
の
は
、
概
ね
図
54
の
如
く

二
人
（
釈
迦
と
斬
り
掛
か
る
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
）
か
、
図
55
の
如
く

そ
れ
ら
に
も
う
一
人
を
加
え
た
三
人
か
、
二
つ
の
類
型
に
分
け
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
で
、
特
に
図
版
53
右
端
の
水
瓶
を
提
げ
る
女
僧
や
、

図
55
の
三
人
目
の
女
性
以
下
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
お
け
る
ア
ン
グ
リ

マ
ー
ラ
の
母
の
像
の
残
滓
と
も
捉
え
ら
れ
よ
う㊽

。
と
も
あ
れ
、
こ
こ

で
は
、
髪
を
掴
ま
れ
る
と
い
う
明
徴
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
図
53

を
含
む
キ
ジ
ル
の
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
に
は
、
母
親
が
見
当
た

ら
な
い
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
発
す
る
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図

は
、
ク
チ
ャ
ま
で
は
そ
の
図
像
の
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
。
で
は
そ
の
先
、
そ
の
図
像
は
、
中
国
本
土
へ
は
伝
え
ら
れ
た
の
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で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
前
掲
の
表
四
、
李
静
傑
氏

に
よ
る
、
造
像
碑
に
見
え
る
仏
本
生
、
本
行
図
一
覧
で
あ
る
。
ア
ン

グ
リ
マ
ー
ラ
の
帰
依
は
、
釈
迦
在
世
中
の
出
来
事
で
あ
る
か
ら
、
仏

の
本
行
譚
に
属
し
、
も
し
造
像
碑
等
に
そ
の
図
像
が
残
っ
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
李
氏
に
よ
る
表
四
に
入
っ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
は
、
表
四
に
は
立
項
さ
れ
て
お
ら
ず
、

李
氏
の
眼
に
は
止
ま
ら
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
念
の
た
め
、

李
静
傑
氏
に
直
接
、
雲
岡
も
し
く
は
そ
れ
以
外
で
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー

ラ
帰
依
図
を
見
掛
け
ら
れ
た
記
憶
が
な
い
か
、
尋
ね
て
み
た
所
、
な

い
と
の
話
で
あ
っ
た
。
す
る
と
、
燃
灯
仏
授
記
図
（
布
髪
図
）
が
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
っ
て
雲
岡
、
ま
た
、
中
国
で
流
布
し
た
の
と
は
異

な
り
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
の
方
は
、
ク
チ
ャ
ま
で
は
伝
わ
っ

た
も
の
の
、
中
国
本
土
へ
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
当
然
そ
れ
が
流
布
す

る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
い
う
、
二
つ
の
図
像
の
当
時
の
状
況
が
判
然

と
し
て
来
よ
う
。

　
こ
こ
で
、
燃
灯
仏
授
記
図
（
布
髪
図
）
と
董
黯
図
と
の
関
連
の
末

尾
に
提
示
し
た
、
そ
れ
ら
二
つ
の
話
が
全
く
嚙
み
合
わ
な
い
ど
こ
ろ

か
、
善
悪
の
話
の
方
向
が
真
逆
と
な
っ
て
い
て
、
例
え
ば
両
図
の
関

係
を
示
唆
す
る
動
機
が
全
然
見
当
た
ら
な
い
、
と
い
う
難
題
に
立
ち

返
り
た
い
。
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
お
い
て
燃
灯
仏
授
記
図
と
布
髪
の
姿
形

を
共
有
す
る
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
の
原
話
の
方
に
は
、
例
え

ば
孝
子
伝
の
董
黯
譚
─
─
王
奇
の
不
孝
話
と
の
共
通
点
が
多
く
存
し

て
い
る
。
今
、
図
三
（
図
版
17
）
の
王
奇
に
よ
る
黯
母
暴
行
図
の
範

囲
に
限
っ
て
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
と
の
関
連

を
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
大
き
な
所
で
は
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ

帰
依
図
と
王
奇
に
よ
る
黯
母
暴
行
図
の
両
図
が
親
不
孝
、
特
に
母
親

へ
の
不
孝
を
内
容
と
し
て
い
る
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
ア
ン

グ
リ
マ
ー
ラ
は
、
母
へ
の
大
不
幸
者
で
あ
る
こ
と
が
、
王
奇
と
重
な

る
の
で
あ
る
。
王
奇
に
よ
る
黯
母
暴
行
は
直
接
、
己
れ
の
母
親
に
向

け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
（
後
に
は
、
王
奇
が
己
れ
の
母
に
対
し
、

供
し
た
三
牲
の
食
事
を
少
し
で
も
食
い
残
し
た
ら
、「
我
当
用
鉾
刺

母
心
、
用（
曲
）戟
鉤
母
頭
」
と
言
い
放
つ
場
面
が
あ
る
〈
⑯
〉。
特
に
そ

の
後
半
は
、
奇
母
の
首
を
斬
り
落
と
し
て
戟ほ
こ

先さ
き

に
架
け
晒さ
ら

す
ぞ
、
の

意
）、
母
親
へ
の
暴
行
で
共
通
し
て
い
る
点
、
こ
こ
で
は
問
題
に
す

る
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
が
貴

重
な
の
は
、
母
親
の
髪
を
摑
む
と
い
う
場
面
が
屢
々
描
か
れ
る
点
で

あ
る
（
図
九
〈
図
版
50
〉、
図
十
参
照
。
な
お
母
親
の
髪
を
摑
む
場

面
は
、『
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
美
術
Ⅰ
仏
伝
』
図
版
471
〈
227
頁
〉
に
も
確

認
さ
れ
る
）。
こ
の
こ
と
は
、
図
三
（
図
版
17
）
の
二
つ
の
黯
母
暴

行
図
に
お
け
る
、
王
奇
の
黯
母
の
髪
を
摑
む
所
作
と
い
う
も
の
が
、

ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
か
ら
来
て
い
る
こ
と
を
、

強
力
に
示
唆
す
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、
ア
ン
グ

リ
マ
ー
ラ
が
母
親
の
髪
を
摑
む
所
作
は
、
仏
典
に
そ
の
記
載
が
な
く

（
前
述
の
増
壱
阿
含
経
に
、「
捉
二

母
頭
一

」
と
あ
る
の
み
）、
ま
た
、
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孝
子
伝
に
も
そ
の
よ
う
な
王
奇
の
所
作
へ
の
記
載
の
見
え
な
い
こ
と

だ
ろ
う
（「
以
脚
蹴
之
」
と
の
み
）。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
ガ
ン
ダ
ー

ラ
、
中
国
の
二
つ
の
図
像
の
所
作
が
文
献
に
由
来
す
る
も
の
で
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
工
人
の
創
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
、
加
え

て
、
王
奇
の
所
作
が
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
の
そ
れ
を
借

り
る
と
い
う
、
言
わ
ば
両
図
像
間
に
お
け
る
出
来
事
に
外
な
ら
な
い

こ
と
が
判
明
す
る
点
、
美
術
史
と
し
て
の
孝
子
伝
図
研
究
史
に
、
新

た
な
視
点
を
拓
く
事
実
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
或
い
は
、
図
三
上
（
図

版
17
上
）
に
見
え
る
、
左
手
で
黯
母
の
髪
を
摑
ん
だ
王
奇
が
、
右
手

に
剣
を
構
え
両
足
を
開
い
て
立
つ
姿
な
ど
も
、
孝
子
伝
に
は
そ
の
剣

へ
の
言
及
が
全
く
な
い
反
面
、
例
え
ば
図
十
右
端
の
ア
ン
グ
リ
マ
ー

ラ
が
剣
を
構
え
た
姿
と
そ
っ
く
り
で
、
そ
れ
も
こ
の
よ
う
な
ア
ン
グ

リ
マ
ー
ラ
の
姿
形
を
借
り
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
或
い
は
、

図
三
下
の
王
奇
が
走
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
も
、
走
り
掛
か
っ

て
釈
迦
を
殺
そ
う
と
し
た
、
躍
動
的
な
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
の
姿
が
、

王
奇
に
反
映
し
た
結
果
か
も
知
れ
な
い
（
賢
愚
経
に
、「
鴦
仇
摩
羅
、

已
見
二

比
丘
一

…
…
騰
躍
、
走
趣
規
レ

殺
」
な
ど
と
あ
る
。
ま
た
、
そ

の
前
に
、「
児
遥
見
レ

母
、
走
趣
欲
レ

殺
」
と
も
見
え
る
）。
ア
ン
グ
リ

マ
ー
ラ
帰
依
図
と
王
奇
に
よ
る
黯
母
暴
行
図
に
は
、
話
の
内
容
の
み

な
ら
ず
、
か
く
具
体
的
な
図
像
上
の
関
連
が
幾
つ
も
認
め
ら
れ
る
の

で
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
は
、
黯
母
暴
行
図
（
図
三
〈
図
版

17
〉）
の
直
接
的
な
原
拠
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
が
中
国
に
見
当
た
ら
な
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
中
国
で

制
作
さ
れ
た
黯
母
暴
行
図
は
、
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
ア
ン
グ
リ

マ
ー
ラ
帰
依
図
を
手
本
と
し
得
た
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
ク
チ
ャ
の

キ
ジ
ル
石
窟
に
お
け
る
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
な
ど
は
一
見
、
そ

の
手
掛
か
り
と
な
り
そ
う
だ
が
、
布
髪
の
姿
形
は
描
か
れ
て
い
る
も

の
の
（
図
版
53
）、
問
題
の
核
心
を
成
す
母
親
が
登
場
し
な
い
点
、

黯
母
暴
行
図
と
の
関
連
は
、
想
定
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
や
は
り

そ
れ
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

す
る
と
黯
母
暴
行
図
と
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
と
の
関
係
を
説
明

す
る
に
は
、
例
え
ば
仏
像
様
式
を
熟
知
し
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
工
人
が

直
接
、
中
国
に
来
て
い
た
こ
と
な
ど
が
想
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
さ
て
、
そ
の
事
実
を
傍
証
す
る
の
が
前
引
、
宮
治
昭
氏
に
よ
る
、

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
中
国
へ
の
仏
教
の
伝
播
は
…
…
ガ

ン
ダ
ー
ラ
か
ら
直
接
…
…
伝
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る

と
の
指
摘
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
実
を
具
体
的
に
上
げ

る
と
す
れ
ば
、
例
え
ば
燃
灯
仏
授
記
図
（
布
髪
図
）
を
め
ぐ
っ
て
は
、

そ
れ
が
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
由
す
る
こ
と
な
く
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
か
ら

直
接
、
中
国
へ
と
齎
さ
れ
た
事
実
を
示
す
文
献
的
な
明
徴
が
あ
る
。

そ
れ
は
梁
、
慧
皎
撰
に
掛
か
る
高
僧
伝
三
訳
経
下
、
救
那
跋
摩
七
の

記
事
で
あ
る
。
救ぐ

那な

跋ば
つ

摩まGu ṇavarm
an

（
三
六
七
─
四
三
一
）
は

そ
の
冒
頭
部
に
、
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求
那
跋
摩
、
此
云
二

功
徳
鎧
一、
本
刹
利
種
、
累
世
為
レ

王
治
在
二

罽
賓
国
一

と
記
さ
れ
る
か
ら
（
刹せ
つ

利り

種し
ゆ

は
、
印
度
の
カ
ー
ス
ト
制
の
四
姓
の
第

二
で
、
刹
帝
利
と
も
音
写
さ
れ
る
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤk ṣatriya

即
ち
、

王
侯
、
武
士
階
級
を
差
す
）、
罽
賓
即
ち
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
（
後
述
）

の
王
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
間
違
い
な
い
（
後
に
、「
帝
室
之
胤
」、
ま

た
、
出
三
蔵
記
集
十
四
求
那
跋
摩
伝
五
に
、「
罽
賓
王
之
支
胤
也
」

と
あ
る
）。
二
十
歳
で
出
家
受
戒
し
、
三
蔵
法
師
と
呼
ば
れ
た
が

（
三
蔵
法
師
と
い
う
呼
称
の
初
出
）、
三
十
歳
の
時
、
罽
賓
国
王
に

推
挙
さ
れ
る
も
、
受
け
る
こ
と
な
く
隠
棲
し
て
遁
世
を
遂
げ
、
や
が

て
セ
イ
ロ
ン
（
師
子
国
）、
ジ
ャ
ワ
（
闍
婆
国
）
に
到
っ
て
国
王
以

下
の
厚
い
信
任
を
受
け
、
そ
の
名
は
遠
く
ま
で
聞
こ
え
た
。
そ
し
て
、

元
嘉
元
（
四
二
四
）
年
、
求
那
跋
摩
の
中
国
招
請
に
乗
り
出
し
た
の

が
南
朝
、
劉
宋
三
代
皇
帝
の
文
帝
（
劉
義
隆
、
在
位
四
二
四
─
四
五

三
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
の
事
情
を
、
高
僧
伝
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
（
吉
川
忠
夫
、
船
山
徹
氏
の
訳
文
〈
岩
波
文
庫
版
〉
に
よ
り
、

末
尾
に
原
文
〈
大
正
蔵
経
〉
を
掲
げ
た
）。

そ
の
時
、
都
（
建
康
）
の
高
徳
の
沙
門
の
慧
観
や
慧
聡
た
ち
は

は
る
ば
る
遠
方
か
ら
彼
の
風
格
を
慕
い
、
教
え
を
受
け
た
い
も

の
と
、
元
嘉
元
年
（
四
二
四
）
の
九
月
、
じ
き
じ
き
に
文
帝
に

申
し
出
て
跋
摩
を
招
請
せ
ん
こ
と
を
求
め
た
。
帝
は
た
だ
ち
に

交
州
刺
史
に
勅
命
し
、
海
路
招
致
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
慧
観

た
ち
は
ま
た
沙
門
の
法
長
、
道
沖
、
道
俊
た
ち
を
遣
わ
し
て
そ

の
地
に
赴
い
て
招
請
さ
せ
、
あ
わ
せ
て
跋
摩
と
闍
婆
王
の
婆
多

加
た
ち
に
書
簡
を
届
け
、
宋
国
に
来
臨
し
て
仏
教
を
盛
行
さ
せ

て
く
れ
る
よ
う
懇
望
し
た
。
跋
摩
は
仏
の
教
え
は
弘
布
さ
れ
る

べ
き
だ
と
考
え
、
各
地
を
行
脚
す
る
こ
と
を
憚
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
先
だ
っ
て
す
で
に
商
人
の
笠
難
提
の
船
に
便
乗
し
て
あ

る
小
国
に
赴
こ
う
と
し
て
い
た
が
、
た
ま
た
ま
順
風
に
巡
り
合

わ
せ
て
広
州
に
到
着
し
た
。
そ
れ
故
、
彼
の
遺
言
に
「
業
の
な

せ
る
風
に
吹
か
れ
る
ま
ま
に
宋
の
国
に
た
ど
り
着
い
た
」
と
あ

る
の
は
、
そ
の
こ
と
で
あ
る
。
文
帝
は
跋
摩
が
す
で
に
南
海
に

到
着
し
た
こ
と
を
知
る
と
、
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
州
郡
に
勅
命

し
、
資
金
を
提
供
し
て
都
へ
と
向
か
わ
せ
た
。
始
興
を
経
由
し
、

そ
こ
に
一
年
ば
か
り
逗
留
し
た
。
始
興
に
虎
市
山
が
あ
り
、
そ

の
姿
は
す
っ
く
と
聳
え
、
峰
は
高
く
切
り
立
っ
て
い
る
。
跋
摩

は
耆
闍
崛
山
さ
な
が
ら
で
あ
る
と
思
い
、
そ
こ
で
霊
鷲
山
と
名

を
改
め
た
。
山
寺
の
外
に
別
に
禅
室
を
立
て
、
禅
室
は
寺
か
ら

数
里
離
れ
て
い
て
磐
の
音
は
聞
こ
え
な
い
の
だ
が
、
犍
椎
が
打

た
れ
る
時
間
と
な
る
た
び
に
、
跋
摩
は
と
っ
と
と
や
っ
て
来
る
。

あ
る
い
は
雨
に
身
を
さ
ら
し
て
も
濡
れ
ず
、
あ
る
い
は
泥
を
踏

ん
で
も
湿
ら
ず
、
当
時
の
出
家
在
家
の
者
す
べ
て
粛
然
と
し
て

敬
慕
の
気
持
ち
を
つ
の
ら
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
寺
に
宝
月
殿
が

あ
り
、
跋
摩
が
殿
の
北
の
壁
に
自
ら
羅
雲
の
像
と
定
光
仏
に
儒
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童
が
髪
を
布
い
て
踏
ま
せ
る
姿
を
描
い
た
と
こ
ろ
、
像
の
完
成

後
、
夜
ご
と
夜
ご
と
に
光
明
を
放
ち
、
か
な
り
し
て
か
ら
や
っ

と
止
ん
だ
。
始
興
太
守
の
蔡
茂
之
は
心
の
底
か
ら
敬
仰
の
念
を

加
え
、
や
が
て
蔡
茂
之
が
亡
く
な
ろ
う
と
す
る
際
、
跋
摩
は
自

ら
見
舞
い
に
出
か
け
、
説
法
し
て
心
を
落
ち
着
か
せ
慰
め
て

や
っ
た
。
そ
の
後
、
家
族
の
者
は
蔡
茂
之
が
お
寺
で
僧
侶
た
ち

に
仏
法
を
講
義
し
て
い
る
夢
を
見
た
。
ま
ぎ
れ
も
な
く
跋
摩
の

教
化
指
導
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
山
に
は
が
ん
ら

い
虎
の
被
害
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
跋
摩
は
そ
こ
に
住
し
て
か

ら
昼
も
夜
も
出
歩
き
、
時
に
は
虎
に
出
会
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

杖
で
頭
を
さ
す
り
、
戯
れ
て
か
ら
立
ち
去
っ
た
。
か
く
し
て
山

路
を
旅
す
る
者
も
川
筋
を
旅
す
る
者
も
往
来
に
障
害
は
な
く
な

り
、
徳
に
感
じ
て
帰
依
す
る
者
が
十
人
の
う
ち
七
、
八
人
に
も

の
ぼ
っ
た
。
跋
摩
は
あ
る
時
、
別
室
で
禅
定
に
入
っ
て
何
日
も

覚
め
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
寺
の
僧
が
沙
弥
に
様
子
を
見
に
行

か
せ
た
と
こ
ろ
、
一
頭
の
白
い
獅
子
が
柱
を
よ
じ
上
り
、
空
一

面
に
び
っ
し
り
と
青
い
蓮
華
が
生
じ
て
い
る
。
沙
弥
は
び
っ
く

り
し
て
大
声
で
叫
び
、
獅
子
を
追
い
か
け
よ
う
と
す
る
と
、
か

ら
り
と
何
も
見
え
な
く
な
っ
た
。
そ
の
霊
異
の
つ
か
み
ど
こ
ろ

の
な
い
こ
と
、
お
お
む
ね
か
く
の
通
り
で
あ
っ
た
。

（
時
京
師
名
徳
沙
門
慧
観
慧
聡
等
、
遠
挹
風
猶
思
欲
餐
稟
、
以

元
嘉
元
年
九
月
、
面
啓
文
帝
、
求
迎
請
跋
摩
。
帝
即
勅
交
州
刺

史
令
汎
舶
延
致
。
観
等
又
遣
沙
門
法
長
道
沖
道
俊
等
往
彼
祈
請
、

幷
致
書
於
跋
摩
及
闍
婆
王
婆
多
加
等
、
必
希
顧
臨
宋
境
流
行
道

教
。
跋
摩
以
聖
化
宜
広
、
不
憚
遊
方
。
先
已
随
商
人
笠
難
提
舶

欲
向
一
小
国
、
会
値
便
風
遂
至
広
州
。
故
其
遺
文
云
、
業
行
風

所
吹
遂
至
於
宋
境
、
此
之
謂
也
。
文
帝
知
跋
摩
已
至
南
海
、
於

是
復
勅
州
郡
、
令
資
発
下
京
。
路
由
始
興
、
経
停
歳
許
。
始
興

有
虎
市
山
、
儀
形
聳
孤
、
峰
嶺
高
絶
。
跋
摩
謂
其
髣
髴
耆
闍
、

及
改
名
霊
鷲
。
於
山
寺
之
外
別
立
禅
室
、
室
去
寺
数
里
磬
音
不

聞
、
毎
至
鳴
椎
、
跋
摩
已
至
。
或
冒
雨
不
沾
、
或
履
泥
不
湿（
汚
）、

時
衆
道
俗
莫
不
粛
然
増
敬
。
寺
有
宝
月
殿
、
跋
摩
於
殿
北
壁
手

自
画
作
羅
云
像
及
定
光
儒
童
布
髪
之
形
、
像
成
之
後
、
毎
夕
放

光
、
久
之
乃
歇
。
始
興
太
守
蔡
茂
之
深
加
敬
仰
、
後
茂
之
将
死
、

跋
摩
躬
自
往
視
説
法
安
慰
。
後
家
人
夢
見
茂
之
在
寺
中
与
衆
僧

講
法
。
実
由
跋
摩
化
導
之
力
也
。
此
山
本
多
虎
災
。
自
跋
摩
居

之
、
昼
行
夜
往
、
或
時
値
虎
、
以
杖
按
頭
、
弄
之
而
去
。
於
是

山
旅
水
賓
去
来
無
梗
、
感
徳
帰
化
者
十
有
七
八
焉
。
跋
摩
嘗
於

別
室
入
禅
累
日
不
出
。
寺
僧
遣
沙
弥
往
候
之
、
見
一
白
師
子
縁

柱
而
上
、
亘
空
弥
漫
生
青
蓮
華
。
沙
弥
驚
恐
大
呼
往
逐
師
子
、

豁
無
所
見
。
其
霊
異
無
方
、
類
多
如
此
）

高
僧
伝
に
よ
れ
ば
、
慧
観
等
の
勧
め
に
よ
り
、
宋
文
帝
は
元
嘉
元
年

九
月
、
求
那
跋
摩
を
中
国
へ
招
い
た
が
、
求
那
跋
摩
は
そ
れ
に
先

立
っ
て
商
人
笠
難
提
の
船
に
乗
り
出
国
、
風
に
よ
っ
て
広
州
に
吹
き
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寄
せ
ら
れ
た
と
言
う
。
そ
し
て
、
求
那
跋
摩
は
広
州
の
始
興
（
広
東

省
始
興
県
）
に
一
年
程
滞
在
し
、
始
興
の
虎
市
山
の
形
が
印
度
の
耆

闍
崛
山
（
霊
鷲
山
）
に
似
て
い
る
所
か
ら
、
そ
の
名
を
霊
鷲
と
改
め
、

山
寺
の
宝
月
殿
の
北
壁
に
羅
云
像
（
羅
云
は
、
釈
迦
の
嫡
子
羅ら

睺ご

羅ら

Rāhura

の
こ
と
。
十
大
弟
子
中
、
密
行
第
一
と
さ
れ
る
）
及
び
、

「
定
光
儒
童
布
髪
之
形
」
を
描
い
た
と
記
し
て
い
る
。
後
者
は
、
定

光
仏
（
錠
光
仏
）
つ
ま
り
燃
灯
仏
の
足
許
に
、
儒
童
が
髪
を
敷
い
て

供
養
し
た
図
像
の
意
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
人
で
あ
る
求

那
跋
摩
が
宋
文
帝
時
代
、
中
国
（
広
東
省
）
に
お
い
て
燃
灯
仏
授
記

図
（
布
髪
図
）
を
描
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の

時
期
は
お
そ
ら
く
、
劉
宋
の
元
嘉
元
─
二
（
四
二
四
、
五
）
年
頃
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
虎
市
山
の
こ
と
は
、
水
経
注
三
十
八
溱
水
に
、

滝
水
又
南
歴
霊
鷲
山
〈
山
本
名
虎
郡
山
、
亦
曰
虎
市
山
。
以
虎

多
暴
故
也
。
晋
義
煕
中
、
沙
門
釈
僧
律
葺
宇
巌
阿
、
猛
虎
遠
跡
。

蓋
律
仁
感
所
致
。
因
改
曰
霊
鷲
山
〉。
滝
水
又
南
径
曲
江
県
東

と
も
見
え
、
釈
僧
律
が
虎
を
遠
ざ
け
た
別
伝
を
伝
え
て
い
る
（
因
み

に
、
出
三
蔵
記
集
は
、
求
那
跋
摩
の
虎
の
話
を
、
闍
婆
国
の
こ
と
と

し
て
い
る
）。
求
那
跋
摩
は
そ
の
後
、
文
帝
の
再
度
の
懇
請
に
よ
り

漸
く
元
嘉
八
（
四
三
一
）
年
正
月
、
都
の
建
鄴
（
建
康
）
に
到
る
が
、

同
年
九
月
二
十
八
日
、
六
十
五
歳
で
没
し
た
。
ガ
ン
ダ
ー
ラ
人
の
求

那
跋
摩
が
広
州
の
始
興
で
燃
灯
仏
授
記
図
（
布
髪
図
）
を
描
い
た
と

す
る
、
高
僧
伝
の
右
の
記
述
は
極
め
て
重
要
な
も
の
で
、
そ
れ
が
ガ

ン
ダ
ー
ラ
か
ら
直
接
、
中
国
へ
と
齎
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
の
み

な
ら
ず
、
例
え
ば
四
六
〇
年
の
雲
岡
開
鑿
を
溯
る
こ
と
、
三
十
五
、

六
年
以
前
の
出
来
事
で
あ
り
、
そ
れ
が
中
国
に
お
け
る
布
髪
図
伝
播

の
最
古
例
の
一
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
も
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
（
南
朝
に
お
い
て
は
唐
、
張
彦
遠
の
歴
代
名
画
記
七
、
梁
、
張
僧

繇
の
条
に
、「
彦
遠
家
有
僧
繇
定
光
如
来
像
。
元
和
中
、
進
入
内
」

と
い
う
注
記
、
ま
た
、
張
僧
繇
の
作
品
リ
ス
ト
中
に
、「
摩
衲
仙
人

図
…
…
定
光
仏
像
」
の
二
図
像
の
名
前
が
上
が
り
、
そ
の
摩
衲
と
言

う
の
は
、M

ānavaka

の
音
写
で
、
儒
童
と
訳
さ
れ
る
か
ら
、
こ
れ

も
燃
灯
仏
授
記
図
〈
布
髪
図
〉
の
こ
と
で
あ
る
。
張
僧
繇
の
こ
と
は
、

「
呉
中
人
也
」
と
あ
っ
て
、
江
蘇
省
呉
県
生
ま
れ
の
中
国
人
で
あ
り
、

生
没
年
は
未
詳
な
が
ら
、
梁
の
初
代
武
帝
〈
高
祖
、
蕭
衍
。
在
位
五

〇
二
─
五
四
九
〉
の
時
代
の
人
だ
か
ら
、
求
那
跋
摩
よ
り
一
世
紀
程
、

後
の
人
と
思
わ
れ
る
が
、
直
接
か
間
接
か
は
不
明
な
が
ら
、
そ
れ
ら

も
求
那
跋
摩
の
流
れ
で
捉
え
ら
れ
る
べ
き
、
燃
灯
仏
授
記
図
〈
布
髪

図
〉
と
考
え
ら
れ
よ
う
）。
或
い
は
、
例
え
ば
こ
れ
も
先
に
触
れ
た

北
魏
、
初
代
の
道
人
統
師
賢
な
ど
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
師
賢
の
後
を

継
ぎ
、
雲
岡
造
営
の
企
画
指
導
に
当
た
っ
た
の
が
第
二
代
沙
門
統

（
師
賢
の
死
に
よ
っ
て
道
人
統
の
称
が
改
め
ら
れ
た
）
曇
曜
だ
が
、

そ
の
師
賢
こ
そ
は
、「
本
罽
賓
国
王
種
人
」（
魏
書
一
一
四
釈
老
志
）

と
さ
れ
る
如
く
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
人
に
外
な
ら
な
か
っ
た㊾

（
後
述
）。

お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
事
実
を
背
景
と
し
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
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半
跏
思
惟
像
や
、
燃
灯
仏
授
記
図
（
布
髪
図
）
な
ど
が
、
ガ
ン
ダ
ー

ラ
か
ら
雲
岡
に
入
り
、
雲
岡
な
ど
を
拠
点
の
一
つ
と
し
て
、
そ
れ
ら

が
中
国
本
土
へ
広
ま
っ
て
行
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

王
奇
に
よ
る
黯
母
暴
行
図
の
場
合
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
燃
灯
仏
授
記
図

（
布
髪
図
）
や
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
な
ど
の
こ
と
を
熟
知
し
、

さ
ら
に
両
図
間
の
転
用
関
係
も
よ
く
知
っ
て
い
て
、
且
つ
、
孝
子
伝

の
制
作
に
携
わ
る
機
会
も
得
た
、
と
い
う
風
な
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
直
伝

の
仏
像
知
識
と
孝
子
伝
制
作
の
知
見
と
の
両
方
を
、
併
せ
持
っ
た
工

人
の
存
在
が
、
背
景
に
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
工
人

で
あ
れ
ば
、
⑬
思
案
す
る
董
黯
の
場
面
に
、
半
跏
思
惟
図
像
を
応
用

し
た
り
（
図
一
〈
図
版
１
〉）、
⑦
王
奇
に
よ
る
黯
母
暴
行
の
場
面
に
、

ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
を
梃て

子こ

と
し
て
燃
灯
仏
授
記
図
（
布
髪

図
）
を
黯
母
へ
転
用
し
た
り
す
る
こ
と
も
容た

易や
す

く
出
来
た
に
違
い
な

い
。
と
こ
ろ
で
、
黯
母
暴
行
図
に
関
し
て
は
一
見
、
燃
灯
仏
授
記
図

（
布
髪
図
）
を
介
在
さ
せ
ず
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図
の
み
で
説

明
可
能
な
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依

図
だ
け
で
は
、
例
え
ば
図
三
（
図
版
17
）
の
上
下
に
見
え
る
、
黯
母

の
姿
形
の
違
い
、
特
に
下
の
上
体
を
大
き
く
持
ち
上
げ
た
黯
母
の
姿

形
を
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
改
め
て
浮
彫
り

と
な
っ
て
来
る
の
が
、
雲
岡
の
果
し
た
美
術
史
的
な
役
割
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
図
三
（
図
版
17
）
の
二
つ
の
黯
母
暴
行
図
は
、

例
え
ば
雲
岡
で
長
ら
く
そ
の
造
営
作
業
に
従
事
し
た
経
験
を
持
ち
、

後
に
市
井
で
石
床
の
孝
子
図
制
作
を
請
負
う
職
に
就
い
た
よ
う
な
、

工
人
の
手
に
成
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
最
初
に
そ
の
制
作
の
動

機
と
な
っ
た
も
の
は
、
や
は
り
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
お
い
て
遍
く
知
ら
れ

た
燃
灯
仏
授
記
図
（
布
髪
図
）
で
あ
り
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依
図

で
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
が
中
国
で
描
か
れ
な
か
っ
た
の
は
母
殺
し
、

仏
殺
し
と
い
う
恐
ろ
し
い
内
容
が
、
画
材
と
し
て
忌
避
さ
れ
た
た
め

で
あ
ろ
う
。
黯
母
暴
行
図
の
成
立
に
際
し
て
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
帰
依

図
の
果
し
た
役
割
は
、
飽
く
ま
で
布
髪
図
の
援
用
に
当
た
っ
て
の
副

次
的
、
直
接
的
な
動
機
を
成
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
基
本
的
に
重
要

だ
っ
た
の
は
、
燃
灯
仏
授
記
（
布
髪
図
）
の
方
と
考
え
ら
れ
る
。
ガ

ン
ダ
ー
ラ
と
中
国
美
術
史
の
関
連
の
本
格
的
な
研
究
は
、
ま
た
緒
に

就
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
故
に
、
そ
の
内
容
を
め
ぐ
っ
て
は
、
今
後

の
検
討
に
俟
つ
べ
き
事
柄
が
余
り
に
も
多
い
。
小
稿
は
、
そ
ん
な
未

開
の
広
野
に
、
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
た
試
論
に
過
ぎ
な
い
。

四

　
東
晋
の
元
興
三
（
四
〇
四
）
年
、
法
顕
は
中
天
竺
コ
ー
サ
ラ
国
に

至
り
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
の
遺
跡
の
こ
と
を
次
の
如
く
記
し
て
い
る㊿

（
法
顕
伝
。
長
沢
和
俊
氏
の
訳
に
よ
る
）。

こ
こ
か
ら
北
方
へ
八
由
延
行
く
と
コ
ー
サ
ラ
〈
拘
薩
羅
〉
国
の

舎
衛
城
に
至
る
。
城
内
は
人
民
が
少
な
く
、
す
べ
て
で
二
百
余

家
し
か
な
い
。
こ
こ
が
ハ
シ
ノ
ク
王
が
統
治
し
た
城
で
あ
る
。
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大
愛
道
の
も
と
の
精
舎
の
あ
っ
た
処
、
須
達
長
者
の
井
壁
、
鴦

掘
魔
の
得
道
し
般
泥
洹
し
焼
身
し
た
処
な
ど
が
あ
り
、〔
み
な
〕

後
人
が
塔
を
立
て
、
す
べ
て
こ
の
城
中
に
あ
る
（
68
頁
）

そ
の
後
、
唐
の
貞
観
三
（
六
二
九
）
年
に
長
安
を
発
っ
て
、
十
七
年

間
の
印
度
歴
程
を
経
る
こ
と
に
な
る
玄
奘
も
、
コ
ー
サ
ラ
国
シ
ラ

ヴ
ァ
ス
テ
ィ
（
舎
衛
城
）
を
訪
れ
、
そ
こ
に
残
さ
れ
た
ア
ン
グ
リ

マ
ー
ラ
の
遺
跡
の
こ
と
を
次
の
如
く
記
し
て
い
る�

（
大
唐
西
域
記
六
。

水
谷
真
成
氏
訳
に
よ
る
）。

善
施
長
者
の
宅
の
側
に
大
き
な
窣
堵
波
が
あ
る
。
鴦ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ

叭
利
摩
羅

（
原
注
　
唐
に
指
鬘
と
言
う
。
旧
に
央
掘
摩
羅
と
曰
う
。
訛
な

り
）が
邪
心
を
捨
て
た
所
で
あ
る
。
鴦
叭
利
摩
羅
は
室シ
ー
ラ
ヴ
ァ
ス
テ
ィ
ー

羅
伐
悉
底

の
悪
人
で
あ
っ
た
。
人
々
に
害
を
し
た
り
、
都
城
に
乱
暴
を
し

た
り
し
た
。
人
を
殺
し
て
指
を
取
り
、
首
に
飾
っ
て
鬘か
ざ
りと

し
た
。

母
を
殺
し
て
指
の
数
を
充
た
そ
う
と
し
た
の
で
、
世
尊
は
哀
れ

み
行
っ
て
教
化
し
よ
う
と
さ
れ
た
。［
鴦
叭
利
摩
羅
は
］
遠
く

に
世
尊
の
姿
を
見
て
、
し
め
た
と
喜
び
、「
私
は
天
に
生
ま
れ

る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
も
う
き
ま
っ
た
。
亡
き
師
に
教
え
が
あ

り
、
そ
の
遺
言
は
こ
こ
に
あ
る
。
仏
を
害
し
母
を
殺
せ
ば
、
必

ず
梵
天
［
王
］
に
生
ま
れ
る
と
」
と
思
い
、
そ
の
母
に
、「
年

よ
り
は
し
ば
ら
く
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
あ
の
大
沙
門
を
殺

し
ま
し
ょ
う
」
と
言
い
、
す
ぐ
さ
ま
剣
を
手
に
し
世
尊
に
立
ち

向
か
っ
た
。
如
来
は
そ
こ
で
落
ち
つ
い
た
様
子
で
進
ん
だ
り
退

い
た
り
し
た
。
悪
人
の
指
鬘
は
追
い
か
け
ま
わ
し
た
が
及
ば
な

か
っ
た
。
世
尊
は
「
ど
う
し
て
つ
ま
ら
な
い
考
え
を
持
ち
続
け
、

善
根
を
捨
て
て
悪
の
種
ば
か
り
に
励
む
の
か
」
と
言
わ
れ
た
。

そ
こ
で
指
鬘
は
教
誨
を
聞
き
、
自
分
の
や
っ
て
い
る
こ
と
の
非

を
悟
り
、
そ
れ
で
す
ぐ
さ
ま
仏
に
帰
依
し
、
弟
子
に
加
え
ら
れ

る
よ
う
に
願
っ
た
。
懸
命
に
努
め
て
怠
る
こ
と
な
く
、
羅
漢
果

を
証
し
た
（
184
頁
）

こ
の
遺
跡
は
現
存
し
て
い
る
。
か
つ
て
の
祇
園
精
舎
の
遺
構
サ
ヘ
ー

ト
遺
跡
の
北
に
位
置
す
る
、
マ
ヘ
ー
ト
遺
跡
に
残
さ
れ
た
二
つ
の
大

塚
の
一
つ
、
パ
ッ
キ
・
ク
テ
ィ
と
称
さ
れ
る
も
の
が
そ
れ
で�

（
図
十

一
）、
ア
ン
グ
リ

マ
ー
ラ
の
ス

ト
ゥ
ー
パ
（
塔
）

と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。

　
一
方
、
燃
灯
仏

授
記
は
、
ジ
ャ
ー

タ
カ
（
本
生
）
の

一
で
、
ジ
ャ
ー
タ

カ
と
は
、
釈
迦
が

前
世
の
菩
薩
時
に

行
っ
た
、
様
々
な

図十一　アングリマーラの塔
　　　　（パッキ・クティ）
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善
行
譚
の
称
だ
が
、
そ
の
善
行
譚
の
起
き
た
場
所
は
、
特
に
本
生
処

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
法
顕
や
玄
奘
ら
の
旅
は
、
こ
の
よ
う

な
本
生
処
へ
の
巡
礼
を
大
き
な
目
的
の
一
と
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
、

二
人
は
や
は
り
燃
灯
仏
授
記
の
本
生
処
へ
も
詣
で
て
い
る
。
法
顕
伝

に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

こ
こ
か
ら
北
行
す
る
こ
と
一
由
延
で
、
ナ
ガ
ラ
ハ
ー
ラ
国
城
に

到
っ
た
。
こ
こ
は
菩
薩
が
も
と
銀
銭
で
五
茎
の
華
を
買
い
、
定

光
仏
を
供
養
し
た
処
で
あ
る
（
45
頁
）

法
顕
の
言
う
ナ
ガ
ラ
ハ
ー
ラ
は
、
現
在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
、

ナ
ン
ガ
ル
ハ
ル
州
の
州
都
の
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
付
近
の
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
大
唐
西
域
記
二
那
掲
羅
曷
国
（
ナ
ガ
ラ
ハ
ル
国
）
に
は
、
次

の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

城
の
東
方
二
里
の
と
こ
ろ
に
窣
堵
波
の
三
百
余
尺
の
も
の
が
あ

る
。
無
憂
王
（
阿ア
シ
ョ
ー
カ

輸
迦
王
）
が
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
石
を
畳

ん
で
非
常
に
高
く
、
彫
刻
を
し
て
り
っ
ぱ
に
作
っ
て
あ
る
。

［
む
か
し
］
釈
迦
菩
薩
が
然
灯
仏
に
お
会
い
し
た
と
き
、
鹿
皮

の
衣
を
地
に
敷
き
、
髪
の
毛
を
敷
き
ひ
ろ
げ
て
［
然
灯
仏
の
通

路
の
］
泥
を
掩
い
、
受
記
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
日
月
は

［
す
で
に
］
壊
劫
の
長
き
を
経
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
遺
跡
は
滅

び
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
時
に
は
斎
日
に
あ
た
り
天
よ
り
種
々

の
花
を
雨
と
ふ
ら
し
、
群
衆
は
心
よ
り
き
そ
っ
て
供
養
を
行
な

う
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
西
の
伽
藍
に
は
少
し
く
僧
徒
が
居
る
。

そ
の
南
の
小
さ
い
な
窣
堵
波
は
む
か
し
［
釈
迦
が
髪
の
毛
で
］

泥
を
掩
っ
た
地
で
あ
り
、
無
憂
王
が
大
通
り
を
避
け
て
側
に
建

て
た
も
の
で
あ
る
…
…
城
の
西
南
十
余
里
に
窣
堵
波
が
あ
る

…
…
そ
の
東
、
遠
か
ら
ざ
る
と
こ
ろ
に
窣
堵
波
が
あ
る
。
釈
迦

菩
薩
が
む
か
し
然
灯
仏
に
お
会
い
し
、
こ
こ
で
花
を
買
っ
［
て

然
灯
仏
に
供
養
し
］
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
77
頁
）

玄
奘
の
記
述
は
、
と
て
も
詳
し
く
、
そ
こ
が
燃
灯
仏
授
記
の
本
生
処

で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
記
述
を
子
細
に
検
討
し
た
桑
山
正
進
氏
は
、
例

え
ば
燃
灯
仏
授
記
の
本
生
処
の
成
立
を
め
ぐ
る
、
驚
く
べ
き
主
張
を

展
開
さ
れ
た
。
桑
山
氏
に
よ
る
「
罽
賓
と
仏
鉢
」（
同
氏
『
カ
ー
ピ

シ
ー
＝
ガ
ン
ダ
ー
ラ
史
研
究
』
一
章
二
節
）
の
該
当
部
分
を
示
せ
ば
、

次
の
通
り
で
あ
る�

。

玄
奘
の
記
す
定
光
仏
本
生
処
は
詳
細
を
き
わ
め
る
が
、
こ
れ
も

以
前
と
は
動
い
て
い
る
。
ナ
ガ
ラ
ハ
ー
ラ
国
城
の
南
西
一
〇
里

に
、
如
来
が
中
イ
ン
ド
よ
り
虚
空
を
わ
た
っ
て
遊
行
教
化
し
、

こ
の
国
に
遺
跡
を
残
し
た
、
そ
こ
に
記
念
し
て
建
立
し
た
ス

ト
ゥ
ー
パ
が
あ
り
、
す
ぐ
東
に
儒
童
メ
ー
ガ
が
定
光
仏
の
た
め

に
花
を
買
っ
た
処
が
あ
る
と
す
る
。
法
顕
は
そ
れ
を
国
城
の
中

に
み
て
い
る
。
国
城
東
方
二
里
に
メ
ー
ガ
が
鹿
の
皮
衣
を
敷
き
、

さ
ら
に
髪
毛
を
敷
き
、
定
光
仏
の
お
通
り
に
な
る
路
の
泥
を
お

お
っ
て
予
言
を
う
け
た
処
が
あ
る
。
法
顕
は
こ
れ
を
記
し
て
い
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な
い
。『
慈
恩
伝
』
で
は
城
東
二
里
に
受
記
処
が
あ
り
、
そ
の

南
に
掩
泥
処
が
あ
る
と
し
て
、
や
や
『
大
唐
西
域
記
』
よ
り
詳

し
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ナ
ガ
ラ
ハ
ー
ラ
に
は
四
、
五
世
紀
、

国
城
と
醯
羅
城
と
を
中
心
に
し
て
、
仏
頂
骨
だ
と
か
、
仏
袈
裟

だ
と
か
、
仏
錫
杖
だ
と
か
、
仏
歯
、
仏
髪
爪
と
か
、
信
ず
べ
か

ら
ざ
る
如
来
の
遺
物
が
あ
ち
こ
ち
に
ま
つ
ら
れ
、
し
か
も
そ
の

う
え
に
定
光
仏
本
生
処
な
る
も
の
が
つ
く
ら
れ
、
ス
ト
ゥ
ー
パ

を
た
て
て
記
念
し
、
巡
礼
の
要
所
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
東
隣
り
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
と
全
く
同
趣
の
意
図
か
ら
出
た

企
画
と
い
う
ほ
か
な
い
。
ガ
ン
ダ
ー
ラ
ば
か
り
で
な
い
。
ウ
ッ

デ
ィ
ヤ
ー
ナ
＝
ス
ワ
ー
ト
と
て
同
じ
で
あ
る
（
73
、
74
頁
）

私
が
仰
天
し
た
の
は
、
右
の
「
定
光
仏
本
生
処
な
る
も
の
が
つ
く
ら

れ
」
と
さ
れ
る
部
分
で
、
そ
の
目
的
を
「
ス
ト
ゥ
ー
パ
を
た
て
て
記

念
し
、
巡
礼
の
要
所
と
な
っ
て
い
た
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
瞠

目
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
桑
山
氏
が
続
け
て

ガ
ン
ダ
ー
ラ
、
ウ
ッ
デ
ィ
ヤ
ー
ナ
＝
ス
ワ
ー
ト
、
そ
し
て
ナ
ガ

ラ
ハ
ー
ラ
は
歴
史
上
の
シ
ャ
カ
が
活
動
し
な
か
っ
た
場
所
で
あ

る
。
そ
の
た
め
こ
の
地
方
の
ひ
と
び
と
は
、
仏
教
が
上
向
い
た

と
き
、
四
天
王
奉
上
と
い
う
仏
鉢
な
る
具
体
を
創
造
し
て
、
仏

鉢
が
あ
る
か
ら
仏
法
が
興
隆
す
る
の
だ
と
い
う
理
由
づ
け
を
お

こ
な
っ
て
、
こ
れ
を
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
教
興
隆
の
中
心
に
す
え
た
。

そ
の
う
え
、
ま
さ
に
シ
ャ
カ
の
本
地
で
も
な
い
の
に
、
シ
ャ
カ

一
生
の
事
跡
を
記
念
す
る
場
所
を
つ
く
り
出
す
わ
け
に
は
い
か

な
か
っ
た
。
そ
れ
を
つ
く
れ
ば
そ
の
場
所
は
虚
偽
で
あ
り
、
仏

法
の
殷
盛
も
根
本
か
ら
崩
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
か
れ
ら
は

本
生
譚
を
と
り
あ
げ
て
、
本
生
処
な
る
も
の
を
各
地
に
つ
く
り

つ
け
て
い
っ
た
。
本
生
譚
で
あ
れ
ば
、
現
実
の
シ
ャ
カ
の
事
跡

に
直
接
牴
触
し
は
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
あ
ま
た
の
本

生
譚
の
な
か
で
い
ち
じ
る
し
く
布
施
行
に
か
か
わ
る
も
の
ば
か

り
が
採
用
さ
れ
た
。
自
己
犠
牲
の
布
施
行
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
等
の
地
は
、
仏
鉢
・
本
生
処
の
創
造
で
は

ま
だ
不
足
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
仏
教
興
隆
の
因
を
補
強
し
、
こ

の
地
の
仏
教
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
現
実
の
シ
ャ
カ
を
来
さ

せ
て
い
る
。
如
来
が
空
を
わ
た
っ
て
当
地
に
飛
来
し
、
教
化
し

た
の
だ
と
い
う
場
所
や
は
な
し
を
つ
く
り
出
し
た
の
で
あ
る

（
75
頁
）

と
述
べ
て
、「
そ
こ
で
か
れ
ら
は
本
生
譚
を
取
り
上
げ
て
、
本
生
処

な
る
も
の
を
各
地
に
つ
く
り
つ
け
て
い
っ
た
」
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
は
所
謂
、
仏
伝
文
学
と
し
て
の

ジ
ャ
ー
タ
カ
（
本
生
譚
）
に
対
す
る
、
従
来
の
捉
え
方
を
一
変
さ
せ

る
契
機
を
孕
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る�

。

　
と
こ
ろ
が
、
桑
山
氏
の
論
は
、
さ
ら
に
重
大
な
事
実
を
学
界
へ
提

示
す
る
。
そ
れ
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
と
罽
賓
国
を
め
ぐ
る
、
罽
賓
国
に

つ
い
て
の
通
説
へ
の
痛
烈
な
批
判
と
、
そ
れ
を
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
比
定
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す
る
新
説
の
提
唱
に
外
な
ら
な
い
。
以
下
に
そ
の
粗
描
を
試
み
よ
う
。

罽
賓
国
に
関
す
る
従
来
の
通
説
は
、
そ
れ
を
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
に
当
て

る
も
の
で
あ
る
。
桑
山
氏
は
ま
ず
そ
の
通
説
を
、
考
古
学
的
観
点
か

ら
、
次
の
如
く
明
快
に
否
定
さ
れ
た
。

そ
れ
な
ら
ば
、
少
く
と
も
上
に
あ
げ
た
い
く
た
の
ひ
と
た
ち
が

か
か
わ
っ
た
限
り
に
お
い
て
、
罽
賓
と
は
ど
こ
か
。
中
国
に
来

往
し
た
訳
経
僧
が
罽
賓
出
身
だ
と
伝
記
や
経
録
に
記
さ
れ
た
場

合
、
か
れ
ら
自
身
が
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
出
身
だ
と
自
ら
言
い
、
そ

れ
が
罽
賓
と
表
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
五
世
紀
仏
教
の
重

大
な
拠
点
が
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
、
い
ま
の
ス
リ
ー
ナ
ガ
ル
盆
地
に

あ
り
、
か
く
も
多
数
の
仏
教
僧
が
か
か
わ
っ
た
場
所
で
あ
る
な

ら
、
そ
こ
に
は
仏
教
寺
院
も
林
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の

時
代
、
仏
教
寺
院
な
く
し
て
仏
教
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
だ
が
残
念
な
こ
と
に
、
い
ま
残
る
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
の
仏
寺

跡
は
み
な
は
や
く
と
も
七
世
紀
の
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
六
世

紀
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
や
や
古
い
と
し
て
知
ら
れ
る
仏
寺
は
ハ

ル
ワ
ー
ン
寺
跡
し
か
な
い
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
が
な
ぜ
罽
賓
で
あ

ろ
う
か
。
法
顕
の
一
行
も
智
厳
の
一
行
も
み
な
い
ま
の
ス
ワ
ー

ト
か
ら
ペ
ル
シ
ャ
ー
ワ
ル
の
方
面
へ
行
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か

の
た
だ
一
人
僧
韶
だ
け
が
罽
賓
す
な
わ
ち
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
へ

行
っ
た
。
文
献
上
の
お
よ
そ
す
べ
て
の
罽
賓
が
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ

を
意
味
す
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
ち
ら
へ
な
ぜ
全
員
が
い
か

な
か
っ
た
か
。
一
行
の
目
的
は
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
（
44
、
45
頁
）

中
国
の
文
献
に
は
早
く
か
ら
罽
賓
の
名
が
度
々
登
場
す
る
が
、
六
世

紀
以
前
の
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
に
は
、
考
古
学
的
に
仏
教
寺
院
と
い
う
も

の
が
殆
ど
存
在
し
な
か
っ
た
、
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

そ
の
頃
の
罽
賓
が
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
で
あ
り
得
た
筈
も
な
く
、
代
わ
っ

て
氏
の
罽
賓
に
比
定
さ
れ
た
の
が
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

氏
が
罽
賓
─
ガ
ン
ダ
ー
ラ
説
の
論
拠
と
さ
れ
た
の
は
、
聖
遺
物
の
一

た
る
、
成
道
間
も
な
い
釈
迦
に
対
し
、
四
天
王
が
奉
じ
た
鉢
で
あ
る
。

氏
は
ま
ず
法
顕
伝
の
記
述
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
説
き
起
こ
さ
れ
る
。

さ
て
、
仏
鉢
が
罽
賓
に
実
在
し
た
こ
と
は
こ
れ
で
た
し
か
な
の

で
あ
る
が
、
こ
の
罽
賓
が
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
で
な
く
、
ガ
ン
ダ
ー

ラ
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
法
顕
そ
の
ひ
と
で

あ
る
。
四
天
王
が
仏
成
道
の
と
き
奉
上
し
た
、
四
際
画
然
た
る

仏
鉢
が
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
主
要
都
市
プ
ル
シ
ャ
プ
ラ
に
ま
つ
ら
れ

て
い
た
こ
と
を
法
顕
は
記
録
し
て
い
る
（
52
頁
）

次
い
で
、
そ
の
仏
鉢
を
ガ
ン
ダ
ー
ラ
（
プ
ル
シ
ャ
プ
ラ
）
で
見
た
と

記
す
法
顕
に
対
比
さ
れ
る
の
が
、
智
猛
、
曇
無
竭
以
下
の
罽
賓
へ
の

渡
来
僧
で
あ
る
。

法
顕
は
烏
萇
で
夏
坐
し
て
か
ら
南
下
し
て
宿
呵
多
へ
行
き
、
そ

こ
か
ら
東
へ
下
っ
て
揵
陀
衛
へ
行
き
、
東
に
進
ん
で
竺
刹
尸
羅

へ
行
き
、
ま
た
揵
陀
衛
か
ら
南
行
し
て
弗
楼
沙
へ
行
き
、
そ
こ
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で
仏
鉢
を
礼
拝
し
て
か
ら
西
の
那
竭
の
醯
羅
城
へ
至
り
、
那
竭

か
ら
南
へ
小
雪
山
を
こ
え
て
羅
夷
に
達
し
た
。
那
竭
で
は
冬
三

月
を
す
ご
し
た
か
ら
、
弗
楼
沙
滞
在
は
元
興
元
年
の
夏
三
ケ
月

以
後
、
秋
の
滞
在
で
あ
る
。
四
〇
二
年
後
半
に
は
じ
め
て
仏
鉢

を
み
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
法
顕
は
仏
鉢
の
大
き
さ
を
記
し
、

供
養
の
あ
り
方
ま
で
具
体
的
に
の
べ
て
い
る
。
法
顕
・
智
猛
・

曇
無
竭
・
慧
覧
・
道
普
ら
は
、
み
な
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
は

じ
め
に
い
た
る
限
ら
れ
た
時
間
の
な
か
で
ひ
と
し
く
仏
鉢
を
見

た
。
法
顕
は
プ
ル
シ
ャ
プ
ラ
で
見
、
智
猛
以
下
は
罽
賓
で
見
た

の
で
あ
る
が
、
両
人
と
も
に
見
た
の
は
四
際
が
あ
き
ら
か
な
仏

鉢
で
あ
る
。
色
彩
も
、
か
た
や
「
雑
色
而
黒
多
」、
か
た
や

「
光
色
紫
紺
」
と
表
現
こ
そ
異
な
れ
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
同
一
物

で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
智
猛
以
下
が
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
で
見
、

法
顕
ら
が
ガ
ン
ダ
ー
ラ
（
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
プ
ル
シ
ャ
プ
ラ
）
で

見
た
と
は
、
と
う
て
い
解
せ
な
い
の
で
あ
る
（
53
頁
）

法
顕
が
仏
鉢
を
見
た
の
は
、
四
〇
二
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
智
猛
は

四
〇
四
年
に
長
安
を
起
ち
罽
賓
で
、
ま
た
、
曇
無
竭
も
四
二
〇
年
に

国
を
出
て
同
じ
く
罽
賓
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
仏
鉢
を
見
た
（
高
僧
伝

三
）。
慧
覧
、
道
普
も
同
様
で
あ
る
。
問
題
は
、
法
顕
を
含
め
て
そ

れ
ぞ
れ
、
同
一
の
仏
鉢
を
見
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
見
た

場
所
が
、
法
顕
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
（
プ
ル
シ
ャ
プ
ラ
）、
智
猛
、
曇
無

竭
等
は
罽
賓
と
異
な
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
前
述
の

よ
う
に
、
そ
の
罽
賓
は
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
で
は
あ
り
得
な
い
か
ら
、
罽

賓
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
桑
山
氏
は

こ
の
よ
う
な
道
筋
を
経
て
、
罽
賓
を
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
あ
る
と
論
断
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
桑
山
氏
に
よ
る
罽
賓
─
ガ
ン
ダ
ー
ラ
説
は
、
実
に

画
期
的
な
も
の
で
、
今
後
の
仏
教
史
、
美
術
史
に
お
け
る
新
た
な
領

域
を
拓
く
も
の
に
違
い
な
い
。
例
え
ば
前
述
、
道
人
統
の
初
代
師
賢

に
つ
い
て
、
か
つ
て
塚
本
善
隆
氏
は
そ
れ
を
「
カ
シ
ユ
ミ
ー
ル
僧
師

賢
」
と
さ
れ
た
が�

、
昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
の
論
攷
で
あ
り
、

当
時
の
通
説
に
よ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
止
む
を
得
な
い
も
の
で
あ

る
。
一
方
、
近
時
の
山
口
博
氏
は
『
平
安
貴
族
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』

Ⅰ
一
に
お
い
て
、
竹
取
物
語
に
出
て
来
る
「
仏
の
御
石
の
鉢
」
に
つ

い
て
、
そ
れ
を
件
の
仏
鉢
と
喝
破
す
る
、
出
色
の
見
解
を
示
し
、
法

顕
、
玄
奘
の
旅
に
倣
っ
て
中
国
か
ら
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ま
で
、
件
の
鉢

の
跡
を
実
地
に
踏
査
さ
れ
た�

（
蒲
姣
艶
氏
教
示
）。
そ
の
「
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
行
」
と
小
題
さ
れ
た
節
の
次
に
、「
仏
鉢
は
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル

へ
」
と
小
題
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
思
わ
ず
溜
息
が
出
た
（
18
、
19

頁
）。
智
猛
伝
（
高
僧
伝
）
以
下
の
罽
賓
の
誤
読
に
よ
る
も
の
で
、

山
口
氏
は
桑
山
説
を
知
ら
な
か
っ
た
結
末
で
あ
ろ
う
。

付
記
　
尊
像
写
真
の
掲
載
を
お
許
し
下
さ
っ
たM

IH
O

 M
U

SEU
M

に
対
し
、

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
種
々
の
御
教
示
を
賜
っ
た
李
静
傑

氏
の
学
思
に
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
小
稿
は
、
深
圳
市
金
石
芸
術
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博
物
館
に
よ
る
北
朝
文
化
研
究
事
業
の
一
環
で
あ
る
。

注①
　
幼
学
の
会
『
孝
子
伝
注
解
』（
汲
古
書
院
、
平
成
15
〈
二
〇
〇
三
〉
年
）、

日
本
幼
学
会
、
雋
雪
艶
訳
『《
孝
子
伝
》
注
解
』（
北
京
大
学
国
際
漢
学
家

研
修
基
地
学
術
叢
刊
乙
編
７
種
、
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
二
二
年
）

②
　
黒
田
彰
「
董
黯
贅
語 
続
貂
」（『
日
本
文
学
』
70
・
６
、
令
和
３
〈
二

〇
二
一
〉
年
６
月
）
及
び
、
同
「
董
黯
贅
語
─
孝
子
伝
図
と
孝
子
伝
─
」

（『
日
本
文
学
』
51
・
７
、
平
成
14
〈
二
〇
〇
二
〉
年
７
月
。
後
、
黒
田

彰
著
『
孝
子
伝
図
の
研
究
』〈
汲
古
書
院
、
平
成
17
（
二
〇
〇
五
）
年
〉

Ⅱ
一
３
に
再
録
）
参
照
。

③
　
陽
明
本
孝
子
伝
の
本
文
は
、
注
①
前
掲
書
に
よ
る
。

④
　
孫
彬
、
黒
田
彰
「
呉
氏
蔵
新
出
董
黯
石
床
Ｃ
に
つ
い
て
」（『
京
都
語

文
』
27
、
令
和
元
〈
二
〇
一
九
〉
年
11
月
）
参
照
。
本
石
床
の
出
現
に

よ
っ
て
、
上
記
十
七
場
面
中
の
④
⑧
⑨
⑫
⑬
五
場
面
の
存
在
が
確
認
さ
れ

た
。
な
お
十
七
場
面
中
の
残
る
十
二
の
場
面
に
つ
い
て
は
、
黒
田
彰
「
董

黯
覚
書
─
董
黯
画
巻
の
復
元
─
」

（上） 

（下）
（『
女
子
大
国
文
』
164
、
165
、
平

成
31
〈
二
〇
一
九
〉
年
１
月
、
令
和
元
〈
二
〇
一
九
〉
年
９
月
）
を
参
照

さ
れ
た
い
。

⑤
　
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
三
面
）
に
つ
い
て
は
、
黒
田
彰
「
董
黯
図
攷
─
呉

氏
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
─
」（『
佛
教
大
学
文
学

部
論
集
』
100
、
平
成
28
〈
二
〇
一
六
〉
年
３
月
）、
及
び
、
同
「
蔡
順
、

丁
蘭
、
韓
伯
瑜
図
攷
─
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
の
連
れ
の
一
面
の
出

現
─
」（
関
西
大
学
『
国
文
学
』
101
、
平
成
29
〈
二
〇
一
七
〉
年
３
月
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑥
　
大
同
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
の
郭
巨
董
黯
石
脚
に
つ
い
て
は
、
黒
田
彰

「
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
の
郭
巨
董
黯
石
脚
─
呉
氏
蔵
郭
巨
石
脚
と
の
関
連

─
」（『
京
都
語
文
』
26
、
平
成
30
〈
二
〇
一
八
〉
年
11
月
）
参
照
。

⑦
　
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
孫
、
黒
田
注
④
前
掲
論
文
を
参
照

さ
れ
た
い
。

⑧
　
図
一
以
下
の
挿
図
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
特
に
断
わ
ら
な
い
限
り
、
巻

末
の
図
版
出
典
一
覧
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑨
　
山
田
樹
人
氏
『
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
の
見
方
』（
奈
良
康
明
氏
監
修
、
目

の
眼
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
里
文
出
版
、
平
成
11
〈
一
九
九
九
〉
年
）

⑩
　
宮
治
昭
氏
『
仏
像
を
読
み
解
く 

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
仏
教
美
術
』（
春
秋

社
、
平
成
28
〈
二
〇
一
六
〉
年
）

⑪
　
高
田
修
氏
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
菩
薩
思
惟
像
」（『
美
術
研
究
』
235
、
昭
和

40
〈
一
九
六
五
〉
年
３
月
。
後
、
同
氏
『
仏
教
美
術
史
論
考
』〈
中
央
公

論
美
術
出
版
、
昭
和
44
（
一
九
六
九
）
年
〉
に
再
録
）

⑫
　
宮
治
昭
氏
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
お
け
る
半
跏
思
惟
の
図
像
─
半
跏
思
惟
像

の
出
現
─
」（
田
村
円
澄
、
黄
寿
永
氏
編
『
半
跏
思
惟
像
の
研
究
』〈
吉
川

弘
文
館
、
昭
和
60
（
一
九
八
五
）
年
〉
所
収
。
後
、
宮
治
昭
氏
『
涅
槃
と

弥
勒
の
図
像
学
─
イ
ン
ド
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
へ
─
』〈
吉
川
弘
文
館
、
平

成
４
（
一
九
九
二
）
年
〉
に
再
録
）

⑬
　
宮
治
昭
氏
『
イ
ン
ド
仏
教
美
術
史
論
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
平
成

22
〈
二
〇
一
〇
〉
年
、
Ⅰ
部
四
章
所
収
。
初
出
平
成
17
〈
二
〇
〇
五
〉

年
）

⑭
　
水
野
清
一
氏
「
半
跏
思
惟
像
に
つ
い
て
」（『
東
洋
史
研
究
』
５
・
４
、

昭
和
15
〈
一
九
四
〇
〉
年
６
月
。
後
、
同
氏
『
中
国
の
仏
教
美
術
』〈
平

凡
社
、
昭
和
43
（
一
九
六
八
）
年
〉
に
再
録
）

⑮
　
水
野
氏
注
⑭
前
掲
論
文
。
こ
の
形
式
の
半
跏
思
惟
像
の
研
究
は
、
早
く

大
村
西
崖
氏
の
『
支
那
美
術
史
雕
塑
篇
』（
仏
書
刊
行
会
図
像
部
、
大
正

４
〈
一
九
一
五
〉
年
）
高
斉
、
仏
教
像
325
頁
に
掲
げ
ら
れ
た
、
北
斉
天
保
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十
（
五
六
九
）
年
比
丘
恵
祖
等
造
竜
樹
思
惟
像
（
白
大
理
石
、
東
京
国
立

博
物
館
蔵
。
竜
樹
は
、
樹
名
）
に
溯
る
。

⑯
　
長
広
敏
雄
氏
「
曲
陽
発
見
の
石
仏
に
つ
い
て
」（『
美
術
史
』
49
〈
13
・

１
〉、
昭
和
38
〈
一
九
六
三
〉
年
９
月
）

⑰
　

『
鄴
城
北
呉
荘
出
土
仏
教
造
像
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）

⑱
　
本
遺
品
は
、
呉
氏
蔵
翟
門
生
石
床
（
拓
本
）
が
日
本
に
お
い
て
始
め
て

展
示
さ
れ
た
折
、
出
品
さ
れ
て
い
た
も
の
で
（
特
別
展
「
文
明
を
つ
な
ぐ

も
の 

中
央
ア
ジ
ア
」、
二
〇
二
二
年
９
月
３
日
─
12
月
11
日
、M

IH
O

 
M

U
SEU

M
. 

図
録
［
45
］
参
照
）、
後
掲
図
版
47
（
燃
灯
仏
授
記
図
）
と

共
に
、
呉
氏
とM

IH
O

 M
U

SEU
M

と
の
不
思
議
な
因
縁
を
示
す
、
驚
く

べ
き
出
来
事
で
あ
る
。
な
お
本
遺
品
に
つ
い
て
は
、
宮
治
昭
氏
「
カ
ー
ピ

シ
ー
の
「
燃
灯
仏
授
記
」
浮
彫
」（
同
氏
注
⑬
前
掲
書
Ⅰ
部
三
章
付
論
所

収
。
初
出
平
成
21
〈
二
〇
〇
九
〉
年
）
に
詳
し
い
。

⑲
　
宮
治
氏
注
⑩
前
掲
書
序
章
五
（
32
頁
）

⑳
　
栗
田
功
氏
『
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
Ⅰ
仏
伝
』（
古
代
仏
教
美
術
叢
刊
、
二

玄
社
、
昭
和
63
〈
一
九
八
八
〉
年
）
解
説
「
燃
灯
仏
授
記
」
278
頁
に
よ
る
。

㉑
　
干
潟
竜
祥
氏
『
本
生
経
類
の
思
想
史
的
研
究
』（
改
訂
増
補
版
、
山
喜

房
、
昭
和
53
〈
一
九
七
八
〉
年
〈
初
版
、
東
洋
文
庫
、
昭
和
29
（
一
九
五

四
）
年
〉）
三
章
四
節
69
、
70
頁

㉒
　
表
一
は
、
赤
沼
智
善
氏
「
燃
灯
仏
の
研
究
」（
同
氏
『
原
始
仏
教
の
研

究
』〈
法
蔵
館
、
昭
和
56
（
一
九
八
一
）
年
所
収
。
初
出
大
正
14
（
一
九

二
五
）
年
〉）
538
、
539
頁
、
555
、
556
頁
（
注
。
著
書
で
補
）
に
拠
る
。

㉓
　
安
田
治
樹
氏
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
燃
灯
仏
授
記
本
生
図
」（『
仏
教
芸
術
』

157
、
昭
和
59
〈
一
九
八
四
〉
年
11
月
）
66
頁
。
同
氏
は
四
十
六
図
に
及
ぶ
、

本
図
の
作
例
一
覧
を
掲
げ
ら
れ
た
（
後
掲
、
表
二
）。
安
田
論
文
に
先
立

つ
本
図
の
研
究
と
し
て
、
藤
原
有
仁
氏
「
造
像
に
あ
ら
わ
れ
た
定
光
仏
」

（『
小
野
勝
年
博
士
頒
寿
記
念 

当
方
学
論
集
』〈
竜
谷
大
学
東
洋
史
学
研

究
会
、
昭
和
57
（
一
九
八
二
）
年
〉
所
収
）、
モ
タ
メ
デ
ィ
遥
子
氏
「
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
出
土
の
燃
灯
仏
本
生
譚
の
諸
遺
例
」（『
仏
教
芸
術
』
117
、

昭
和
53
〈
一
九
七
八
〉
年
３
月
。
氏
は
、
十
一
の
作
例
を
上
げ
ら
れ
た
）

な
ど
が
あ
る
。
な
お
安
田
氏
に
は
、「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
燃
灯
仏
授
記
本
生

図
再
考
」（『
立
正
大
学
大
学
院
紀
要
』
26
、
平
成
22
〈
二
〇
一
〇
〉
年
３

月
）
と
題
す
る
続
論
も
あ
る
。

㉔
　
宮
治
昭
氏
『
ガ
ン
ダ
ー
ラ 

仏
の
不
思
議
』（
講
談
社
メ
チ
エ
90
、
講
談

社
、
平
成
８
〈
一
九
九
六
〉
年
）
三
章
１
128
頁
。
な
お
印
度
の
ア
ジ
ャ
ン

タ
ー
（
四
例
）、
カ
ー
ン
ヘ
リ
ー
（
三
例
）、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
に
お
け
る
燃

灯
仏
授
記
図
の
存
在
を
指
摘
し
た
も
の
に
、
福
山
泰
子
氏
「
ア
ジ
ャ
ン

タ
ー
石
窟
寺
院
に
み
る
授
記
説
話
図
に
つ
い
て
─
五
、
六
世
紀
に
お
け
る

ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
の
影
響
の
一
事
例
と
し
て
─
」（『
仏
教
芸
術
』
304
、
平

成
21
〈
二
〇
〇
九
〉
年
５
月
）
が
あ
る
。

㉕
　
表
二
は
、
安
田
氏
注
㉓
前
掲
論
文
の
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
燃
灯
仏
授
記
本

生
図
作
例
一
覧
」（
68
、
69
頁
）
に
拠
る
。
な
お
小
山
一
太
氏
は
、「
ガ
ン

ダ
ー
ラ
文
化
圏
に
お
け
る
燃
灯
仏
授
記
図
の
展
開
」（『
竜
谷
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
紀
要
』
39
、
平
成
29
〈
二
〇
一
七
〉
年
12
月
）
に
お
い
て
、

計
九
十
二
例
（【
表
一
】〈
71
頁
〉。
未
見
二
十
六
例
を
含
む
）
の
遺
品
を

数
え
、【
表
２
】「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
文
化
圏
出
土
燃
灯
仏
授
記
一
覧
表
」（
86
、

87
頁
）
を
掲
げ
て
、
六
十
六
例
の
遺
品
を
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
廖

志
堂
氏
は
、「
印
度
、
中
亜
与
中
国
新
疆
的
〝
燃
灯
仏
授
記
〟
図
像
研
究
」

（『
西
域
歴
史
語
言
研
究
集
刊
』
12
〈
二
〇
一
九
年
２
輯
〉）
に
お
い
て
、

表
２
「
印
度
所
見
〝
燃
灯
仏
授
記
〟
図
像
一
覧
」（
120
頁
─

141
頁
）
と
し
て

六
十
七
例
の
図
像
を
上
げ
ら
れ
る
（
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
等
の
も
の
も
含
む
）。

㉖
　
廖
氏
注
㉕
前
掲
論
文
に
は
、
表
４
「
中
国
新
疆
地
区
所
見
〝
燃
灯
仏
授

記
〟
図
像
一
覧
」
142
─
153
頁
）
と
し
て
、
三
十
四
例
の
図
像
が
上
げ
ら
れ

る
が
、
全
て
が
布
髪
図
な
の
で
は
な
い
。
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㉗
ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
の
燃
灯
仏
授
記
図
に
つ
い
て
は
、
村
上
真
完
氏
『
西
域

の
仏
教 

ベ
ゼ
ク
リ
ク
誓
願
画
考
』（
第
三
文
明
社
、
昭
和
59
〈
一
九
八

四
〉
年
）
に
詳
し
い
。

㉘
　
安
田
治
樹
氏
「
雲
岡
石
窟
の
彫
刻
に
み
ら
れ
る
本
縁
説
話
─
ア
シ
ョ
ー

カ
施
土
物
語
と
燃
灯
仏
授
記
本
生
─
」（『
仏
教
芸
術
』
135
、
昭
和
56
〈
一

九
八
一
〉
年
３
月
）。

㉙
　
表
三
は
、
安
田
氏
注
㉘
前
掲
論
文
36
頁
下
、
37
頁
下
に
拠
る
。

㉚
　
ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土
図
、
或
い
は
、
そ
れ
を
燃
灯
仏
授
記
図
と
一
組
に

す
る
こ
と
が
、
既
に
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
見
え
る
こ
と
や
、
仏
鉢
に
手
の
届
か

ぬ
小
児
が
別
の
小
児
の
上
に
乗
る
と
い
う
、
雲
岡
独
特
の
図
柄
は
賢
愚
経

三
、
付
法
蔵
因
縁
伝
三
（
吉
伽
夜
、
曇
曜
の
共
訳
）
に
見
え
る
こ
と
な
ど
、

安
田
論
文
に
詳
し
い
。
中
で
、
付
法
蔵
因
縁
伝
の
共
訳
者
の
曇
曜
は
一
方
、

北
魏
太
武
帝
の
廃
仏
（
四
四
六
年
）
後
、
高
宗
文
成
帝
の
復
仏
（
四
五
二

年
）
に
よ
る
第
二
代
道
人
統
（
初
代
は
罽
賓
僧
の
師
賢
。
道
人
統
の
称
は
、

曇
曜
か
ら
沙
門
統
と
改
め
ら
れ
る
）
に
任
じ
ら
れ
（
四
六
〇
年
）、
曇
曜

五
窟
（
第
16
─
20
窟
）
と
呼
ば
れ
る
雲
岡
の
初
期
窟
を
拓
い
た
人
物
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
（
塚
本
善
隆
氏
「
沙
門
統
曇
曜

と
そ
の
時
代
」〈
塚
本
善
隆
著
作
集
２
『
北
朝
仏
教
史
研
究
』
第
三
所
収
、

大
東
出
版
社
、
昭
和
49
（
一
九
七
四
）
年
〉
参
照
）。
な
お
中
国
北
朝
に

お
け
る
燃
灯
仏
授
記
図
が
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土
図
か
ら
転
化
す
る
な
ど
、

二
つ
の
図
像
が
様
々
に
混
淆
す
る
状
況
に
つ
い
て
は
後
述
、
李
静
傑
氏
の

諸
論
攷
（
李
氏
注
㉝
㉞
後
掲
論
文
）
に
詳
し
い
。

㉛
　
図
七
は
、
水
野
清
一
、
長
廣
敏
雄
氏
『
雲
岡
石
窟
』
２
第
五
洞
図
版

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
昭
和
30
〈
一
九
五
五
〉
年
）

PLAT
E
21

に
拠
る
。

㉜
　
李
静
傑
氏
「
造
像
碑
仏
本
生
本
行
故
事
雕
刻
」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』

74
〈
一
九
九
六
年
４
期
〉、
一
九
九
六
年
11
月
）

㉝
　
「
中
国
北
朝
期
に
お
け
る
定
光
仏
授
記
本
生
図
の
二
種
の
造
形
に
つ
い

て
」（『
美
学
美
術
史
研
究
論
集
』
17
・
18
合
併
号
、
平
成
12
〈
二
〇
〇

〇
〉
年
12
月
）

㉞
　
「
北
朝
時
期
定
光
仏
授
記
本
生
図
像
的
両
種
造
型
」（『
芸
術
学
』
23
、

民
国
96
〈
二
〇
〇
七
〉
年
１
月
）

㉟
　
麦
積
山
133
窟
の
10
号
造
像
碑
の
内
容
に
つ
い
て
は
、『
仏
国
麦
積
山
』

（
上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
下
編
、
292
─
301
頁
参
照
。

㊱
　
安
田
氏
注
㉓
前
掲
論
文
75
頁
下
。
さ
ら
に
氏
が
続
け
て
、

そ
の
場
合
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
初
期
サ
サ
ン
朝
の
戦
勝
記

念
摩
崖
浮
彫
や
ロ
ー
マ
の
皇
帝
崇
拝
を
主
題
と
す
る
レ
リ
ー
フ
と
の

影
響
関
係
も
、
当
然
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う

　
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
お
け
る
布
髪
図
の
造
型
上
の

起
源
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
、
な
お
今
後
の
課
題
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

㊲
　
栗
田
氏
注
⑳
前
掲
書
、
解
説
「
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
の
悔
悛
」
309
頁
に
よ

る
。

㊳
　
岩
本
裕
氏
『
仏
教
説
話
研
究
』
２
（
開
明
書
院
、
昭
和
53
〈
一
九
七

八
〉
年
）「
仏
教
説
話
の
展
開
」
一
章
「
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
の
帰
依
」。
な

お
最
新
の
研
究
と
し
て
、
白
須
浄
真
氏
編
『
古
代
イ
ン
ド
の
ア
ン
グ
リ

マ
ー
ラ
伝
承
　
歎
異
抄
十
三
条
・
漢
訳
経
典
・
仏
伝
図
像
か
ら
読
み
解

く
』（
法
蔵
館
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
）
が
あ
る
。

㊴
　
例
え
ば
、
白
須
浄
真
氏
は
、
岩
本
氏
の
上
げ
た
七
種
の
漢
訳
経
典
に
加

え
、
六
度
集
経
四
、
出
曜
経
十
七
、
僧
伽
羅
刹
所
集
下
の
三
種
を
加
え
ら

れ
る
（
チ
ベ
ッ
ト
訳
な
ど
も
。
白
須
氏
注
㊳
前
掲
書
Ⅰ
章
一
、
表
１
〈
26
、

27
頁
〉
参
照
）。

㊵
　
表
五
は
、
岩
本
氏
注
㊳
前
掲
書
152
頁
に
拠
る
。

㊶
　
上
原
永
子
氏
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
お
け
る
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
説
話
図
に
つ

い
て
」（『
密
教
図
像
』
34
、
平
成
27
〈
二
〇
一
五
〉
年
12
月
）
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㊷
　
上
原
氏
注
㊶
前
掲
論
文
に
同
様
の
指
摘
が
あ
り
（
24
頁
）、
最
近
の
楊

柳
氏
に
よ
る
「
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
伝
承
を
描
く
仏
伝
レ
リ
ー
フ
と
壁
画
、

漢
訳
経
典
─
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
レ
リ
ー
フ
と
ク
チ
ャ
石
窟
群
の
壁
画
を
中
心

と
す
る
図
像
の
解
析
」（
白
須
氏
注
㊳
前
掲
書
Ⅰ
章
三
所
収
）
に
も
、「
し

た
が
っ
て
こ
の
著
名
な
「
燃
灯
仏
授
記
」
の
こ
の
場
面
〔
布
髪
の
図
〕
が

ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
伝
承
を
描
く
レ
リ
ー
フ
…
…
に
も
投
影
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
な
ろ
う
」（
179
頁
）
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

㊸
　
図
十
は
、
栗
田
氏
注
⑳
前
掲
書
、
図
472
（
228
頁
）
に
拠
る
。

㊹
　
霍
旭
初
氏
「
従
亀
茲
壁
画
看
説
一
切
有
部
仏
陀
生
身
〝
有
漏
〟
思
想
」

（『
西
域
研
究
』
二
〇
〇
九
・
４
期
）
に
は
、
キ
ジ
ル
８
、
32
、
80
、
163
、

171
、
175
、
188
、
196
、
224
窟
の
九
例
、
シ
ム
シ
ム
１
、
44
窟
の
二
例
が
報
告

さ
れ
て
い
る
（
65
頁
）。

㊺
　
楊
柳
氏
注
㊷
前
掲
論
文
に
は
、
キ
ジ
ル
84
、
175
、
171
、
32
、
163
、
188
、

80
窟
の
七
例
（
年
代
順
。
185
頁
表
３
）、
シ
ム
シ
ム
44
、
30
、
１
窟
の
三

例
（
202
頁
表
４
）、
ク
ム
ー
ト
ラ
45
窟
の
一
例
（
208
頁
表
５
）
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。

㊻
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
任
平
山
氏
「〝
装
飾
覇
道
〟
─
克
孜
爾
第
84

窟
仏
伝
壁
画
釈
義
二
則
」（『
芸
術
探
索
』
148
〈
32
・
１
〉、
二
〇
一
八
年

１
月
）
参
照
。

㊼
　
栗
田
氏
注
⑳
前
掲
書
、
図
版
471
（
227
頁
。
釈
迦
の
右
下
）、
図
版
474

（
229
頁
。
右
か
ら
四
人
目
）
参
照
。

㊽
　
楊
柳
氏
は
、
そ
れ
を
「
母
の
希
薄
化
」（
表
３
、
４
、
５
）
と
呼
び
、

例
え
ば
図
版
53
右
端
の
女
僧
に
つ
い
て
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
と
較
べ
、「
ず
い

ぶ
ん
と
ト
ー
ン
が
下
が
っ
た
、
母
殺
害
の
動
き
を
希
薄
化
さ
せ
て
し
ま
っ

た
」（
194
頁
）
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
図
版
54
の
よ
う
な
、
釈
迦

と
斬
り
掛
か
る
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
二
人
の
図
像
を
「
二
人
様
式
」、
図
版

55
の
よ
う
な
、
そ
こ
に
一
人
を
加
え
た
図
像
を
「
三
人
様
式
」
と
呼
ん
で
、

そ
れ
ら
を
区
別
さ
れ
て
い
る
（
表
３
、
４
。
楊
柳
氏
注
㊷
前
掲
論
文
）。

㊾
　
注
㉚
参
照
。
師
賢
、
曇
曜
の
関
係
に
つ
い
て
、
例
え
ば
塚
本
善
隆
氏
は
、

雲
岡
造
営
の
「
企
劃
指
導
者
は
復
仏
第
二
代
の
沙
門
統
曇
曜
で
あ
る
。
復

仏
第
一
代
の
統
は
…
…
僧
師
賢
が
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
彼
は
お
そ
ら
く
仏
教

母
国
の
長
老
僧
と
し
て
推
挙
さ
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
実
際
の
復
興
仏
教
指

導
者
は
、
皇
帝
の
親
任
も
厚
か
つ
た
漢
人
僧
曇
曜
で
あ
る
」（
同
氏
「
雲

岡
石
窟
の
仏
教
」〈『
印
度
学
仏
教
研
究
』
２
・
２
、
昭
和
29
〈
一
九
五

四
〉
年
３
月
〉
354
頁
下
）
と
さ
れ
て
い
る
。

㊿
　
長
沢
和
俊
氏
訳
注
『
法
顕
伝
・
宋
雲
行
紀
』（
東
洋
文
庫
194
、
平
凡
社
、

昭
和
46
〈
一
九
七
一
〉
年
）
に
よ
る
。

�
　
水
谷
真
成
氏
訳
〔
注
〕『
大
唐
西
域
記
』（
中
国
古
典
文
学
大
系
22
、
平

凡
社
、
昭
和
46
〈
一
九
七
一
〉
年
）
に
よ
る
。

�
　
図
十
一
は
、
樋
口
隆
康
氏
『
イ
ン
ド
の
仏
跡
』（
朝
日
新
聞
社
、
昭
和

44
〈
一
九
六
九
〉
年
）
図
版
54
に
拠
る
。

�
　
桑
山
正
進
氏
『
カ
ー
ピ
シ
ー
＝
ガ
ン
ダ
ー
ラ
史
研
究
』（
京
都
大
学
人

文
科
学
研
究
所
、
平
成
２
〈
一
九
九
〇
〉
年
、
初
出
昭
和
58
〈
一
九
八

三
〉
年
）

�
　
桑
山
氏
は
、
こ
こ
で
は
明
言
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、「
か
れ
ら
」
即
ち
、

ガ
ン
ダ
ー
ラ
人
、
ナ
ガ
ラ
ハ
ー
ラ
人
な
ど
が
釈
迦
の
聖
遺
物
や
本
生
処
な

ど
を
「
つ
く
り
つ
け
」
る
に
留
ま
ら
ず
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
創
作
が
、

ジ
ャ
ー
タ
カ
（
本
生
譚
）
そ
の
も
の
に
も
及
ん
で
い
る
と
想
像
し
て
み
れ

ば
、
問
題
の
在
処
が
よ
り
は
っ
き
り
す
る
だ
ろ
う
。
す
る
と
、
ジ
ャ
ー
タ

カ
（
本
生
譚
）
成
立
の
根
本
に
、
本
生
処
へ
の
巡
礼
を
促
す
な
ど
、
人
寄

せ
の
効
果
を
狙
う
動
機
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
桑
山
説
が
斬

新
で
、
極
め
て
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
例
え
ば

燃
灯
仏
授
記
の
本
生
処
の
創
作
に
つ
い
て
言
え
ば
、
本
生
処
と
一
体
で
あ

る
筈
の
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
（
燃
灯
仏
授
記
譚
）
に
関
し
て
言
わ
れ
る
、
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か
く
菩
薩
の
尊
さ
を
強
め
た
と
い
う
こ
と
は
、
大
乗
仏
教
を
起
す
に

大
い
に
力
あ
っ
た
も
の
で
、
こ
の
授
記
思
想
が
起
ら
な
け
れ
ば
、
菩

薩
と
い
う
も
の
が
声
聞
等
と
格
段
の
差
の
あ
る
も
の
な
る
こ
と
は
充

分
に
は
表
わ
さ
れ
ず
、
従
っ
て
、
大
乗
仏
教
な
る
も
の
は
起
り
得
な

か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
（
干
潟
氏
注
㉑
前
掲
書
三
章
四
節
69
頁
）

　
と
い
う
、
授
記
思
想
の
仏
教
史
的
意
義
と
か
、
或
い
は
、

原
始
経
典
に
お
い
て
は
、
南
北
両
伝
と
も
に
授
記
（vyākara ṇa, 

veyyākara ṇa
）
と
い
う
語
の
意
味
が
種
々
に
使
用
せ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、『
増
一
阿
含
』
や
後
の
大
乗
諸
経
典
に
お
け
る
が
如
き
、

授
記
作
仏
（
未
来
成
仏
の
予
言
）
と
い
う
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
形
を

と
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
萌
芽
と
考
え
ら
れ
る
未

来
の
生
処
の
記
説
及
び
証
果
の
記
説
の
思
想
は
す
で
に
現
わ
れ
て
い

る
。
か
か
る
傾
向
と
釈
尊
の
本
生
譚
か
ら
、
燃
灯
仏
に
よ
る
釈
迦
菩

薩
授
記
が
創
作
さ
れ
、
更
に
、
そ
れ
が
過
去
仏
及
び
未
来
仏
と
結
合

し
て
、「
諸
仏
次
第
授
記
」
の
形
式
が
生
ま
れ
、
更
に
菩
薩
思
想
の

発
展
に
と
も
な
い
、
多
数
の
授
記
物
語
が
創
作
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
章
に
お
い
て
は
、
授
記
作
仏
思
想
の
源
流
を
求
め
る
た

め
に
、
そ
の
最
も
初
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
燃
灯
仏
授
記
に
つ
い

て
考
察
し
、
授
記
作
仏
思
想
の
起
源
と
そ
の
意
味
及
び
そ
の
形
式
を

明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
田
賀
竜
彦
氏
『
受
記
思
想
の

源
流
と
展
開
─
大
乗
経
典
形
成
の
思
想
史
的
背
景
─
』〈
平
楽
寺
書

店
、
昭
和
49
（
一
九
七
四
）
年
〉
五
章
一
節
129
頁
）。

　
と
い
っ
た
風
に
通
観
さ
れ
る
、
そ
の
後
の
授
記
思
想
の
展
開
の
問
題
が
一

体
、
ど
の
よ
う
に
桑
山
説
と
切
り
結
ん
で
行
く
の
か
、
考
え
て
み
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

�
　
塚
本
氏
注
㊾
前
掲
論
文
354
頁
下

�
　
山
口
博
氏
『
平
安
貴
族
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』（
角
川
選
書
397
、
角
川
書

店
、
平
成
18
〈
二
〇
〇
六
〉
年
）
Ⅰ
一

図
版
出
典
一
覧

１
、
呉
氏
蔵
拓
本

２
、
日
本
古
寺
美
術
全
集
12
教
王
護
国
寺
と
広
隆
寺
（
集
英
社
、
昭
和
55

〈
一
九
八
〇
〉
年
）
図
版
67

３
、
日
本
古
寺
美
術
全
集
２
法
隆
寺
と
斑
鳩
の
古
寺
（
集
英
社
、
昭
和
54

〈
一
九
七
九
〉
年
）
図
版
80

４
、
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
仏
教
説
話
の
美
術
』（
思
文
閣
出
版
、
平
成
８

〈
一
九
九
六
〉
年
）
図
版
２

５
、『
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
と
バ
ー
ミ
ヤ
ン
遺
跡
展
』（
静
岡
新
聞
社
・
静
岡
放

送 

事
業
局
、
平
成
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岡
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塑
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西
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